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Ｊ
Ａ
愛
媛
野
菜
生
産
者
組
織
協
議
会
と
Ｊ
Ａ
全
農
え
ひ
め
は
、
平

成
元
年
度
か
ら
、
朝
日
小
学
生
新
聞
に
連
載
中
だ
っ
た
「
落
第
忍
者

乱
太
郎
」（
作
者
・
尼
子
騒
兵
衛
さ
ん
）
を
え
ひ
め
野
菜
の
イ
メ
ー

ジ
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
に
採
用
し
ま
し
た
。
以
来
、
え
ひ
め
野
菜
の
消
費

拡
大
に
つ
な
げ
よ
う
と
、
ポ
ス
タ
ー
、
パ
ッ
ケ
ー
ジ
包
装
や
リ
ー
フ

レ
ッ
ト
な
ど
各
種
販
促
資
材
に
活
用
し
、「
乱
太
郎
」＝「
え
ひ
め
野

菜
」
の
イ
メ
ー
ジ
を
前
面
に
打
ち
出
し
て
販
売
促
進
活
動
や
Ｐ
Ｒ
活

動
を
展
開
し
て
い
ま
す
。

　
「
乱
太
郎
」
の
大
き
な
笑
顔
と
「
え
ひ
め
元
気
野
菜
」

の
文
字
が
ひ
と
き
わ
目
を
引
く「
乱
太
郎
ト
ラ
ッ
ク
」は
、

平
成
12
年
に
え
ひ
め
野
菜
の
「
動
く
広
告
塔
」
と
し
て

導
入
さ
れ
た
専
属
の
物
流
ト
ラ
ッ
ク
で
す
。
現
在
は
4

台
が
、
県
内
各
産
地
の
Ｊ
Ａ
野
菜
集
出
荷
場
で
野
菜
を

積
み
込
ん
で
、
京
阪
神
地
区
や
県
内
の
卸
売
市
場
に
届

け
て
い
ま
す
。

　
「
乱
太
郎
ト
ラ
ッ
ク
」
は
、
ほ
ぼ
毎
日
運
行
中
。「
乱
太

郎
」
が
笑
顔
を
振
り
ま
き
な
が
ら
、
沿
道
の
方
々
、
消

費
者
の
皆
さ
ん
に
え
ひ
め
野
菜
を
Ｐ
Ｒ
し
、
産
地
と
消

費
地
を
安
心
で
結
ぶ
懸
け
橋
の
一
翼
を
担
っ
て
い
ま
す
。

Vol.160

乱
太
郎
ト
ラ
ッ
ク

（
県
内
全
域
）

▼

産
地
と
消
費
地
を
結
び
な
が
ら
、
え
ひ
め
野
菜
を
Ｐ
Ｒ
す
る
「
乱
太
郎
ト
ラ
ッ
ク
」

JA周桑

今治市伯方町
北浦地区

今治市波方町今治市波方町今治市波方町

JAにしうわ
川上共選

今治市波方町

▲�乱太郎を使った、えひめ野菜の販促資材



今月の表紙

　桜が花の時期を過ぎた頃、畑では春野
菜の収穫や夏野菜の植えつけと農作業が
多くなっていきます。
　緑の葉がざわわと揺れる畑の主は、香
りでわかる新タマネギ。サヤエンドウと
イチゴの畑は花盛りです。子どもたちが
さがして見つけだしたのは、幸せを招く
四ツ葉のクローバー！　
　今年度も幸先のいいスタートですね。
●表紙：春の畑
　　　　はら　ふみ（イラストレーター）

農の風景Vol.160

乱太郎トラック
（県内全域）

●2　 　〈特集〉

	 平成26年度事業方針

	 元気な産地づくりと地域のくらしへの貢献
	 など負託と期待に応える事業を展開！

●9　　 機構改革と人事異動

●10　　 ＪＡ全農えひめ平成26年度機構図

●11　　 THE・ねっとわーく

●12　　 ふるさと  ESSAY  VOL.228

自転車に乗ってどこまでも♪
 作道　泰子さん

●14　　 TOPIC NEWS

●16　　 なんでもBOX

●17　　 統計BOX

●18　　 ＪＡふるさと自慢Vol.160「直売所めぐり」

 〈総集編	ＪＡ全農えひめ＆グループ会社〉
	 ＪＡグリーンえひめ＆いよっこら
●20　　 READERS通信

NOW  NOW  COOKING
〈今月の素材〉乾椎茸

April 2014

※『あぐり〜ど』は、「愛媛農業（Agriculture）」を「リード（Lead）
する」という意味と「心を一つにする（Agreed）」という意味を
込めています。

JA全農えひめ情報

私たちは「安心」を3つの視点で考えます。

○	営農と生活を支援し、元気な産地
づくりに取り組みます。

○	安全で新鮮な国産農畜産物を消費者
にお届けします。

○	地球の環境保全に積極的に取り組み
ます。

全農グループの経営理念

私たち全農グループは、
生産者と消費者を安心で結ぶ

懸け橋になります。

ホームページ
http://www.eh.zennoh.or.jp

JA全農えひめ

■JA全農えひめ「えひめの食」企画
　　　http://www.eh.zennoh.or.jp/ehimenosyoku/
　　　※「えひめの食」では、旬の農産物情報を発信しています。

◆㈱えひめ飲料　
　　　http://www.ehime-inryo.co.jp

◆JAえひめアイパックス㈱
　　　http://www.iyokkora.jp/

◆JAえひめ物流㈱
　　　http://www.jat-ehime.co.jp/

◆JAえひめフレッシュフーズ㈱　
　　　http://fresh-ranran.jp/

◆㈱ひめライス　
　　　http://www.himerice.jp/

◆JAえひめエネルギー㈱　
　　　http://www.ja-ehimeene.co.jp　



製
造
・
販
売
会
社
の
設
立
、
③
国
産
原
料

に
こ
だ
わ
っ
た
全
農
ブ
ラ
ン
ド
商
品
の
販

売
開
始
、
④
海
外
で
の
焼
肉
レ
ス
ト
ラ
ン

の
展
開
、
な
ど
具
体
的
な
実
践
に
入
っ
て

い
ま
す
。

　

一
方
で
、
国
内
農
業
と
Ｊ
Ａ
グ
ル
ー
プ

の
事
業
を
取
り
巻
く
環
境
は
、
25
年
度
に

入
っ
て
か
ら
大
き
く
変
化
し
て
い
ま
す
。

米
の
直
接
支
払
交
付
金
の
減
額
や
、
飼
料

用
米
等
へ
の
支
援
を
盛
り
込
ん
だ
米
政
策

の
見
直
し
が
決
定
さ
れ
る
と
と
も
に
、「
農

林
水
産
業
・
地
域
の
活
力
創
造
プ
ラ
ン
」

で
は
、
今
後
、
26
年
６
月
に
向
け
て
、
農

協
の
事
業
・
組
織
の
あ
り
方
、
役
割
を
見

直
す
議
論
を
行
う
と
さ
れ
て
い
ま
す
。
Ｔ

Ｐ
Ｐ
（
環
太
平
洋
連
携
協
定
）
交
渉
は
、

25
年
中
の
決
着
は
見
送
ら
れ
ま
し
た
が
、

予
断
を
許
さ
な
い
状
況
が
続
い
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
26
年
４
月
の
消
費
税
率
の
引
き

上
げ
に
よ
り
、
農
畜
産
物
を
含
め
た
消
費

全
体
の
減
少
や
、
生
産
コ
ス
ト
増
嵩
に
よ

る
農
業
収
益
へ
の
圧
迫
が
懸
念
さ
れ
ま
す
。

　

こ
う
し
た
情
勢
を
ふ
ま
え
、
３
か
年
計

画
で
掲
げ
た
施
策
の
さ
ら
な
る
深
化
・
追

加
・
見
直
し
を
お
こ
な
い
、
新
た
な
政
策

体
系
に
即
し
た
国
内
農
業
生
産
の
維
持
・

拡
大
、
な
ら
び
に
消
費
者
へ
の
安
全
・
安

心
な
国
産
農
畜
産
物
の
販
売
力
強
化
に
取

り
組
み
、
組
合
員
・
会
員
の
負
託
と
消
費

者
の
期
待
に
応
え
る
事
業
を
展
開
し
ま
す
。

２
．
深
化
・
追
加
・
見
直
し
の
方
向

⑴�　

元
気
な
産
地
づ
く
り
と
地
域
の
く
ら

し
へ
の
貢
献

　

国
内
農
業
生
産
の
維
持
・
拡
大
に
向
け

て
、
地
域
の
実
情
・
実
態
を
ふ
ま
え
て
策

定
し
た
生
産
振
興
策
の
実
践
を
加
速
し
ま

　　　
１
．
基
本
的
考
え
方

　　

全
農
は
、
３
か
年
（
25
～
27
年
度
）
計

画
に
お
い
て
、「
元
気
な
産
地
づ
く
り
と

地
域
の
く
ら
し
へ
の
貢
献
」、「
国
産
農
畜

産
物
の
販
売
力
強
化
」、「
海
外
事
業
の
積

極
展
開
」
を
全
農
グ
ル
ー
プ
の
３
大
重
点

事
業
施
策
と
位
置
付
け
、
こ
れ
ら
を
実
現

す
る
た
め
の
方
策
と
し
て
「
将
来
の
リ
ス

ク
や
戦
略
的
投
資
に
備
え
た
経
営
基
盤
拡

充
」
の
取
り
組
み
を
進
め
て
い
ま
す
。

　

25
年
度
は
、
こ
の
方
針
に
も
と
づ
き
、

①
地
域
実
態
を
ふ
ま
え
た
地
域
生
産
振
興

策
の
策
定
、
②
業
務
用
野
菜
・
加
工
品
の

Ｊ
Ａ
全
農　

平
成
26
年
度
計
画

基
本
方
向

特

集

◆特集：ＪＡ全農 平成26年度事業方針

元
気
な
産
地
づ
く
り
と
地
域
の
く
ら
し
へ
の
貢
献

な
ど
負
託
と
期
待
に
応
え
る
事
業
を
展
開
！

～ 

変
革
・
創
造
・
実
践 

～
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保
管
、
物
流
、
製
造
、
供
給
な
ど
の
各
段

階
に
お
い
て
、
全
農
の
取
組
態
勢
と
事
業

ス
キ
ー
ム
の
構
築
を
す
す
め
ま
す
。

⑸　

東
日
本
大
震
災
か
ら
の
復
興
支
援

　

東
日
本
大
震
災
か
ら
の
復
興
な
ら
び
に

原
発
事
故
に
よ
る
風
評
被
害
の
払
拭
に
向

け
て
、
国
・
県
な
ど
の
行
政
、
他
団
体
・

機
関
と
連
携
し
、
引
き
続
き
、
被
災
地

の
実
情
に
応
じ
た
地
域
農
業
の
支
援
と
消

費
者
へ
の
情
報
宣
伝
活
動
に
取
り
組
み
ま

す
。

　　　
米
穀
農
産
事
業

　

①
新
た
な
米
政
策
体
系
に
即
し
た
水
田

活
用
米
穀
の
取
扱
拡
大
、
実
需
者
ニ
ー
ズ

に
即
し
た
契
約
栽
培
の
提
案
な
ど
、
生
産

現
場
対
応
の
強
化
。
②
大
手
実
需
者
へ
の

対
応
力
強
化
に
よ
る
精
米
販
売
の
拡
大
、

炊
飯
事
業
や
通
販
・
宅
配
を
活
用
し
た
消

費
者
接
近
型
事
業
の
強
化
。③
国
産
麦
類
・

大
豆
・
で
ん
粉
の
品
目
を
横
断
し
た
取
引

先
へ
の
提
案
活
動
に
よ
る
販
売
拡
大
。

園
芸
事
業

　

①
実
需
者
ニ
ー
ズ
に
基
づ
く
契
約
栽

培
・
買
い
取
り
販
売
の
拡
充
。
②
重
点
卸

売
市
場
と
の
連
携
に
よ
る
実
需
者
向
け
契

約
取
引
の
拡
大
。
③
直
販
機
能
拡
充
に
向

け
た
新
た
な
加
工
・
包
装
施
設
な
ど
の
設

置
お
よ
び
業
務
・
加
工
原
料
野
菜
の
安
定

ン
拠
点
へ
の
コ
ン
パ
ク
ト
セ
ル
フ
Ｓ
Ｓ
提

案
な
ど
を
通
じ
て
、
安
心
し
て
暮
ら
せ

る
豊
か
な
地
域
社
会
づ
く
り
に
貢
献
し
ま

す
。

⑵　

国
産
農
畜
産
物
の
販
売
力
強
化

　

３
か
年
計
画
の
目
標
に
掲
げ
た
「
Ｊ
Ａ

グ
ル
ー
プ
主
導
の
バ
リ
ュ
ー
チ
ェ
ー
ン

構
築
」
に
向
け
、
従
来
の
素
材
中
心
の
卸

事
業
か
ら
、
よ
り
消
費
者
に
近
い
と
こ
ろ

で
の
事
業
へ
と
領
域
を
拡
げ
、
国
産
農
畜

産
物
の
付
加
価
値
の
向
上
に
取
り
組
み
ま

す
。

⑶　

海
外
事
業
の
積
極
展
開

　

販
売
事
業
で
は
、
輸
出
相
手
国
の
事
情

に
応
じ
て
商
品
、
輸
送
方
法
、
販
売
方
法
な

ど
多
様
な
取
り
組
み
を
展
開
し
、
国
産
農

畜
産
物
の
輸
出
拡
大
に
取
り
組
み
ま
す
。

　

購
買
事
業
で
は
、
海
外
諸
原
料
の
需
給

が
逼
迫
ト
レ
ン
ド
に
あ
る
中
で
海
外
か
ら

の
原
料
調
達
能
力
の
拡
充
を
は
か
り
、
生

産
現
場
へ
の
安
定
供
給
に
取
り
組
み
ま
す
。

⑷　

米
政
策
の
見
直
し
へ
の
対
応

　
Ｊ
Ａ
全
中
と
も
連
携
し
な
が
ら
、
新
た

な
政
策
体
系
に
即
し
た
国
内
生
産
の
維

持
・
拡
大
に
取
り
組
み
ま
す
。
大
規
模
生

産
者
を
中
心
と
し
た
生
産
現
場
対
応
の
強

化
、
精
米
販
売
の
拡
大
等
を
通
じ
て
稲
作

経
営
の
安
定
化
を
は
か
る
と
と
も
に
、
飼

料
用
米
な
ど
水
田
活
用
米
穀
の
取
り
扱
い

で
は
、
実
需
を
確
保
し
た
生
産
誘
導
を
は

か
る
た
め
、
種
子
確
保
か
ら
栽
培
、
集
荷
、

す
。
ま
た
、
地
域
の
く
ら
し
へ
の
不
安
が

高
ま
る
な
か
で
、
経
済
事
業
を
通
じ
、
安

心
し
て
暮
ら
せ
る
豊
か
な
地
域
社
会
づ
く

り
に
貢
献
し
ま
す
。

ア�

．
既
存
作
物
の
維
持
・
拡
大
や
新
規
作

物
の
育
成
な
ど
消
費
者
ニ
ー
ズ
に
即
し

た
産
地
づ
く
り
、
な
ら
び
に
労
働
力
不

足
に
対
応
し
た
農
作
業
受
委
託
、
新
規

就
農
支
援
な
ど
地
域
の
先
進
事
例
の
展

開
・
普
及
。

イ�

．
県
域
・
Ｊ
Ａ
の

Ｔ
Ａ
Ｃ
の
活
動
や

生
産
性
向
上
を
は

か
る
新
技
術
・
資

材
の
開
発
研
究
な

ど
を
通
じ
た
生
産

現
場
の
支
援
。

ウ�
．
加
工
・
業
務
用

野
菜
の
栽
培
・
機

械
化
体
系
の
確
立

や
、
業
務
用
・
飼

料
用
向
け
の
多
収

穫
米
の
栽
培
実

証
・
生
産
提
案
。

エ
．
Ａ
コ
ー
プ
店
舗

の
基
盤
整
備
と
競

争
力
強
化
、「
Ｊ

Ａ
く
ら
し
の
宅

配
便
」
な
ど
ネ
ッ

ト
宅
配
事
業
の
拡

充
、
ラ
イ
フ
ラ
イ

事
業
別
実
施
具
体
策

表１　全農　平成26年度　事業別取扱計画
（単位：億円、％）

年　度

事　業
26年度 25年度 前年比

米 穀 農 産 事 業 8,637 8,492 102

園 芸 事 業 11,567 10,802 107

畜 産 事 業 11,103 10,726 104

営農・生産資材事業 8,537 8,360 102

生 活 関 連 事 業 10,087 9,896 102

合 計 49,931 48,277 103
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画
並
の
水
準
と
な
り
ま
す
。
事
業
利
益
は

黒
字
を
維
持
し
、
当
期
剰
余
金
は
３
か
年

26
年
度
計
画
と
同
額
の
52
億
円
と
し
ま
す
。

剰
余
金
処
分

　

剰
余
金
処
分
は
、利
益
準
備
金
11
億
円
、

出
資
配
当
23
億
円
（
２
％
）、
任
意
積
立

金
29
億
円
を
計
画
し
ま
す
。

財
務
計
画

⑴　

自
己
資
本
計
画

　

準
備
金
・
積
立
金
は
、
任
意
積
立
金
の

取
崩
し
に
よ
る
減
少
11
億
円
、
利
益
準
備

金
11
億
円
お
よ
び
任
意
積
立
金
29
億
円
の

増
加
、
繰
越
剰
余
金
23
億
円
を
計
画
し
ま

す
。

⑵　

施
設
等
取
得
・
処
分
計
画

　

販
売
力
強
化
に
向
け
て
、
精
米
工
場
、

炊
飯
加
工
施
設
、
集
荷
施
設
な
ど
の
事
業

施
設
の
設
置
お
よ
び
、
災
害
の
備
え
と
し

て
情
報
シ
ス
テ
ム
に
お
け
る
二
重
化
対
策
等

を
計
画
し
、
施
設
等
取
得
計
画
を
２
３
５�

億
円
と
し
ま
す
。

⑶　

外
部
出
資
計
画

　

太
陽
光
発
電
支
援
事
業
お
よ
び
購
買
力

強
化
の
た
め
の
出
資
を
計
画
し
、
64
億
円

と
し
ま
す
。

要
員
計
画

　

事
業
環
境
に
対
応
し
た
要
員
体
制
を
構

築
す
る
観
点
か
ら
、
27
年
３
月
末
の
職
員

数
は
、
８
、１
０
０
名
程
度
と
し
ま
す
。

　

産
地
多
元
化
な
ど
に
よ
る
資
料
原
料
調
達

力
の
強
化
。
③
生
産
基
盤
維
持
・
拡
充
に

向
け
た
革
新
的
商
品
・
技
術
の
開
発
・
普

及
。
④
新
規
需
要
開
拓
に
よ
る
業
務
用
牛

乳
の
販
売
拡
大
。

生
活
関
連
事
業

　

①
利
便
性
に
対
応
し
た
ネ
ッ
ト
宅
配
事

業
や
Ａ
コ
ー
プ
店
舗
を
核
と
し
た
買
い
物

支
援
、
コ
ン
パ
ク
ト
セ
ル
フ
Ｓ
Ｓ
の
提
案

な
ど
、
地
域
に
お
け
る
く
ら
し
の
支
援
。

②
国
産
原
料
に
こ
だ
わ
っ
た
全
農
ブ
ラ
ン

ド
商
品
の
開
発
・
販
路
拡
大
。
③
Ｊ
Ａ
‐

Ｓ
Ｓ
ブ
ラ
ン
ド
力
向
上
に
よ
る
石
油
取
扱

シ
ェ
ア
拡
大
及
び
Ｌ
Ｐ
ガ
ス
の
小
売
り
販

売
力
・
保
安
の
強
化
。
④
農
業
施
設
な
ど

を
活
用
し
た
太
陽
光
発
電
の
導
入
支
援
。

　　
取
扱
計
画

　

米
の
集
荷
量
の
拡
大
、
青
果
物
の
取

扱
数
量
の
増
加
、
円
安
に
よ
る
飼
料
原

料
価
格
お
よ
び
燃
料
価
格
の
上
昇
、
建

設
受
注
物
件
の
完
工
等
を
織
り
込
む
こ

と
に
よ
り
、
す
べ
て
の
事
業
で
取
り

扱
い
の
増
加
を
見
込
み
、
取
扱
高
は

４
兆
９
、９
０
０
億
円
と
し
ま
す
。

収
支
計
画

　

取
扱
高
は
25
年
度
計
画
か
ら
増
加
す
る

も
の
の
、
厳
し
い
販
売
環
境
が
想
定
さ
れ

る
こ
と
か
ら
、
事
業
総
利
益
は
25
年
度
計

的
な
供
給
体
制
の
構
築
。
④
全
農
ブ
ラ
ン

ド
の
カ
ッ
ト
野
菜
な
ど
国
産
青
果
物
を
原

料
と
す
る
加
工
品
の
開
発
・
販
売
。

営
農
販
売
企
画

　

①
農
業
生
産
基
盤
の
強
化
に
向
け
た
大

規
模
営
農
モ
デ
ル
の
実
証
・
普
及
、
お

よ
び
生
産
現
場
を
支
え
る
技
術
提
案
。
②

Ｔ
Ａ
Ｃ
の
活
動
を
通
じ
た
、
生
産
振
興
に

向
け
た
生
産
販
売
マ
ッ
チ
ン
グ
お
よ
び
Ｊ

Ａ
・
県
域
で
連
携
し
た
農
業
法
人
へ
の
訪

問
拡
大
。
③
品
目
横
断
で
の
総
合
販
売
に

よ
る
全
農
グ
ル
ー
プ
直
販
６
社
売
り
上
げ

拡
大
。
④
海
外
で
の
外
食
店
舗
展
開
等
に

よ
る
国
産
農
畜
産
物
の
輸
出
拡
大
。

生
産
資
材
事
業

　

①
ト
ー
タ
ル
生
産
コ
ス
ト
の
低
減
に
向

け
た
、
生
産
現
場
の
ニ
ー
ズ
に
基
づ
く
省

力
・
低
コ
ス
ト
技
術
・
資
材
の
開
発
普
及
。

②
肥
料
原
料
の
安
定
調
達
に
向
け
た
輸
入

元
の
多
元
化
や
、
生
産
現
場
の
防
除
課
題

を
解
決
す
る
農
薬
等
の
共
同
開
発
。
③
中

古
農
機
査
定
士
の
育
成
、
プ
ラ
ン
ト
に
係

る
担
当
者
認
証
制
度
の
整
備
な
ど
を
通
じ

た
、
生
産
現
場
の
ニ
ー
ズ
に
応
え
る
人
材

育
成
の
強
化
。

畜
産
事
業

　

①
国
産
畜
産
物
の
取
扱
い
拡
大
に
向
け

た
加
工
食
品
開
発
や
焼
き
肉
店
の
多
店
舗

化
、
及
び
海
外
営
業
拠
点
の
設
置
等
に
よ

る
輸
出
拡
大
。
②
米
国
に
お
け
る
集
荷
・

船
積
施
設
な
ど
の
イ
ン
フ
ラ
整
備
お
よ
び

経
営
計
画

特

集
◆特集：ＪＡ全農 平成26年度事業方針
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売
力
強
化
を
す
す
め
、
生
産
者
の
所
得
向

上
に
取
り
組
み
ま
す
。

生
活
事
業

　

高
齢
者
や
買
物
弱
者
対
応
等
、
地
域
の

ニ
ー
ズ
に
対
応
し
た
事
業
・
品
目
の
取
り

扱
い
を
強
化
し
、
地
域
イ
ン
フ
ラ
と
し
て

の
社
会
的
使
命
・
役
割
の
発
揮
に
つ
と
め

ま
す
。

　

ま
た
、
ネ
ッ
ト
環
境
を
活
用
し
た
宅
配

事
業
や
直
販
事
業
を
拡
大
し
、
県
産
品
を

中
心
と
し
た
農
畜
産
物
の
消
費
拡
大
や
、

く
ら
し
の
安
全
・
安
心
・
健
康
へ
の
貢
献

に
取
り
組
み
ま
す
。

　

併
せ
て
、
環
境
関
連
事
業
や
石
油
・
ガ

ス
等
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
効
率
的
供
給
に
取
り

組
み
、
快
適
で
環
境
に
や
さ
し
い
生
活
を

提
案
し
、
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
「
地
域
く

ら
し
戦
略
」の
実
践
支
援
を
は
か
り
ま
す
。

総
合
物
流

　

広
域
物
流
セ
ン
タ
ー
を
中
心
に
Ｊ
Ａ
総

合
物
流
を
構
築
し
、「
営
農
と
生
活
を
守

る
物
流
」
の
整
備
と
コ
ス
ト
低
減
に
よ
る

事
業
競
争
力
の
強
化
に
取
り
組
み
ま
す
。�

グ
ル
ー
プ
会
社

　
Ｊ
Ａ
グ
ル
ー
プ
の
会
社
と
し
て
生
産

者
・
Ｊ
Ａ
・
消
費
者
の
期
待
に
応
え
る
よ

う
、
生
産
・
加
工
・
販
売
・
購
買
・
物
流

の
各
分
野
に
お
い
て
グ
ル
ー
プ
で
の
事
業

機
能
の
向
上
を
め
ざ
し
ま
す
。

　

ま
た
、
愛
媛
県
本
部
グ
ル
ー
プ
会
社
全

社
の
経
営
・
財
務
基
盤
を
確
立
し
、
愛
媛

　

ま
た
、
生
活
関
連
事
業
を
通
じ
た
地
域

の
元
気
づ
く
り
と
く
ら
し
へ
の
貢
献
に
取

り
組
み
ま
す
。

耕
種
事
業

（
食
糧
部
・
営
農
販
売
部
・
生
産
資
材
部
）

　

担
い
手
の
確
保
と
所
得
向
上
を
は
か
る

た
め
、
生
産
・
流
通
・
販
売
面
の
環
境
変

化
に
対
応
し
た
新
技
術
導
入
、
低
コ
ス
ト

資
材
の
供
給
及
び
物
流
コ
ス
ト
の
低
減
化

な
ど
、
ト
ー
タ
ル
戦
略
と
し
て
Ｔ
Ａ
Ｃ
活

動
や
ビ
ジ
ネ
ス
モ
デ
ル
品
目
を
軸
と
し
た

販
売
力
の
強
化
を
す
す
め
、
農
業
生
産
基

盤
の
維
持
・
拡
大
に
取
り
組
み
ま
す
。

　

ま
た
、「
え
ひ
め
の
食
」
企
画
に
よ
る

広
報
、
ふ
れ
あ
い
活
動
等
を
展
開
し
、
消

費
者
の
豊
か
な
食
生
活
づ
く
り
を
提
案
す

る
と
と
も
に
環
境
保
全
型
農
業
を
推
進

し
、
愛
媛
農
業
お
よ
び
愛
媛
県
産
農
畜
産

物
へ
の
理
解
と
支
援
を
は
か
り
ま
す
。

畜
産
事
業

　

肉
牛
・
肉
豚
生
産
者
の
経
営
安
定
と
生

産
性
向
上
対
策
を
支
援
し
、
消
費
者
に
支

持
さ
れ
る
高
品
質
生
産
と
ブ
ラ
ン
ド
化
に

よ
る
産
地
基
盤
の
維
持
拡
大
に
取
り
組
み

ま
す
。

　

ま
た
、
Ｊ
Ａ
な
ら
び
に
全
農
畜
産
グ�

ル
ー
プ
が
一
体
と
な
っ
た
銘
柄
確
立
と
販

　

愛
媛
県
本
部
は
、
26
年
度
計
画
に
お
い

て
、「
ト
ー
タ
ル
ア
グ
リ
ー
ド
事
業
」
を
さ

ら
に
推
し
す
す
め
、
販
売
に
重
点
を
お
い

た
品
目
別
ビ
ジ
ネ
ス
モ
デ
ル
の
確
立
と
産

地
基
盤
の
維
持
拡
大
に
取
り
組
み
ま
す
。

ま
た
、
新
た
に
地
域
農
業
を
支
え
る
担
い

手
づ
く
り
を
す
す
め
る
た
め
、
担
い
手
の

確
保
・
育
成
に
向
け
、
Ｊ
Ａ
と
一
体
と
な

っ
て
積
極
的
な
支
援
に
取
り
組
み
ま
す
。

　

生
産
面
で
は
、
地
域
特
性
に
合
っ
た
新

品
種
の
導
入
拡
大
や
ブ
ラ
ン
ド
化
な
ど
売

れ
る
農
畜
産
物
づ
く
り
に
向
け
た
産
地
育

成
に
取
り
組
み
、
生
産
者
手
取
り
の
安
定

と
担
い
手
確
保
を
は
か
り
ま
す
。

　

流
通
・
販
売
面
で
は
、
企
画
販
売
・
契

約
販
売
の
拡
大
な
ど
多
元
的
販
売
に
よ
る

販
売
体
制
の
強
化
に
取
り
組
み
、「
愛
媛

チ
ー
ム
」
と
し
て
の
生
産
・
販
売
力
の
強

化
を
は
か
り
ま
す
。

　

購
買
面
で
は
、
新
資
材
・
新
技
術
の
普

及
拡
大
に
よ
る
生
産
資
材
コ
ス
ト
の
低
減

を
は
か
る
と
と
も
に
、
Ｊ
Ａ
総
合
物
流
体

制
の
構
築
に
よ
り
、
さ
ら
な
る
物
流
コ
ス

ト
低
減
と
利
便
性
向
上
に
取
り
組
み
ま
す
。

愛
媛
県
本
部　

平
成
26
年
度
計
画

最
重
点
施
策
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は
か
る
た
め
、
対
面
型
消
費
宣
伝
活
動

の
強
化
と
「
え
ひ
め
の
食
」
企
画
、「
オ

レ
ン
ジ
ロ
ー
ド
」
に
よ
る
青
果
物
全
般

の
情
報
発
信
と
、
販
売
事
業
と
連
動
し

た
効
率
的
な
消
費
宣
伝
活
動
、
消
費
者

へ
の
効
果
的
な
産
地
ア
ピ
ー
ル
に
取
り

組
み
ま
す
。

⑶　

畜　

産　

部

①�　

系
統
畜
産
生
産
基
盤
の
維
持
拡
大
を

は
か
る
た
め
、
肉
豚
19
万
５
、０
０
０
頭
、

肉
牛
５
、２
４
０
頭
の
取
り
扱
い
を
目

標
に
、
消
費
者
に
支
持
さ
れ
る
ブ
ラ
ン

ド
づ
く
り
と
生
産
者
の
経
営
安
定
を
め

ざ
し
た
取
り
組
み
と
し
て
、
ト
ー
タ
ル

ア
グ
リ
ー
ド
事
業
を
実
践
し
ま
す
。

②�　

生
産
農
家
経
営
の
維
持
向
上
の
た
め

に
、
Ｊ
Ａ
西
日
本
く
み
あ
い
飼
料
㈱
・

Ｊ
Ａ
え
ひ
め
ア
イ
パ
ッ
ク
ス
㈱
と
の
連

携
・
強
化
を
は
か
り
、
生
産
性
向
上
と

肉
質
改
善
対
策
に
積
極
的
に
取
り
組
み

ま
す
。

③�　

安
全
・
安
心
な
伊
予
牛
「
絹
の
味
」、

「
ふ
れ
愛
・
媛
ポ
ー
ク
」
の
認
知
度
向

上
と
消
費
拡
大
に
向
け
、
生
産
農
場
と

販
売
先
を
結
ぶ
マ
ッ
チ
ン
グ
販
売
を
展

開
し
、
生
産
者
の
所
得
向
上
に
取
り
組

み
ま
す
。

④�　

生
産
者
・
Ｊ
Ａ
・
行
政
と
一
体
と
な

り
、
販
売
先
・
消
費
者
に
対
す
る
愛
媛

農
業
へ
の
理
解
醸
成
と
地
産
地
消
の
啓

蒙
活
動
を
実
施
し
、
県
域
・
地
域
ぐ
る

タ
ル
ア
グ
リ
ー
ド
事
業
」
を
展
開
し
、

重
点
品
目
の
ビ
ジ
ネ
ス
モ
デ
ル
確
立
と

産
地
強
化
に
取
り
組
み
ま
す
。
ま
た
、

地
域
生
産
振
興
の
実
践
を
担
う
Ｔ
Ａ
Ｃ

の
活
動
強
化
と
資
質
向
上
を
は
か
る
と

と
も
に
、
各
種
研
修
会
を
開
催
し
人
材

育
成
を
支
援
し
ま
す
。

②�　

愛
媛
県
オ
リ
ジ
ナ
ル
品
種
の
産
地

化
・
ブ
ラ
ン
ド
化
を
す
す
め
る
と
と
も

に
、
生
産
履
歴
記
帳
対
策
や
Ｇ
Ａ
Ｐ
手

法
の
導
入
に
よ
る
安
全
・
安
心
で
信
頼

さ
れ
る
産
地
づ
く
り
に
取
り
組
み
ま
す
。

③�　
「
愛
媛
チ
ー
ム
」
と
し
て
県
域
販
売

体
制
強
化
に
よ
る
市
場
へ
の
有
利
販
売

及
び
提
案
型
販
売
強
化
に
よ
る
売
り
場

確
保
と
拡
大
に
つ
と
め
、
規
格
・
荷
姿

提
案
に
よ
る
商
品
力
の
向
上
・
コ
ス
ト

削
減
に
取
り
組
み
ま
す
。

④�　

拠
点
市
場
・
全
農
青
果
セ
ン
タ
ー
等

と
の
連
携
を
強
化
し
、産
地
と
実
需
者
・

消
費
者
の
結
び
つ
き
を
強
め
る
企
画
販

売
や
行
政
と
タ
イ
ア
ッ
プ
し
た
輸
出
事

業
の
拡
充
な
ど
、
多
元
的
販
売
に
取
り

組
み
ま
す
。

⑤�　

主
要
量
販
店
を
は
じ
め
と
す
る
既
存

取
引
先
へ
の
供
給
拡
充
と
併
せ
て
ギ
フ

ト
対
応
新
規
取
引
先
の
開
拓
を
す
す

め
、
Ｊ
Ａ
な
ら
び
に
担
い
手
と
の
連
携

を
軸
と
し
た
直
販
事
業
の
機
能
強
化
に

取
り
組
み
ま
す
。

⑥�　

青
果
物
の
消
費
拡
大
・
購
入
促
進
を

農
業
の
振
興
支
援
に
取
り
組
み
ま
す
。

　　　
⑴　

食　

糧　

部

①�　

㈱
ひ
め
ラ
イ
ス
と
の
連
携
を
強
化

し
、
県
域
生
販
一
貫
体
制
に
も
と
づ
く

「
ひ
め
ラ
イ
ス
」
ブ
ラ
ン
ド
の
拡
販
と

定
着
を
は
か
る
た
め
、
買
取
販
売
を
継

続
し
、
県
内
需
要
者
・
消
費
者
の
ニ
ー

ズ
に
応
え
る
集
荷
量
の
確
保
に
取
り
組

み
ま
す
。

②�　

需
要
に
対
応
し
た
Ｊ
Ａ
別
・
銘
柄
別

作
付
を
推
進
し
、
産
地
ブ
ラ
ン
ド
米
・

契
約
栽
培
等
の
企
画
販
売
米
・
水
田
活

用
米
穀
に
取
り
組
み
、
生
産
者
手
取
り

の
向
上
と
耕
作
面
積
フ
ル
活
用
を
す
す

め
ま
す
。

③�　

全
国
一
の
生
産
量
を
誇
る
は
だ
か
麦

を
主
体
に
、
担
い
手
を
中
心
と
し
た
生

産
振
興
と
品
質
向
上
に
取
り
組
み
ま
す
。

④�　
「
ト
ー
タ
ル
ア
グ
リ
ー
ド
事
業
」
を

展
開
す
る
な
か
で
、
栽
培
条
件
に
適
応

し
た
水
稲
高
温
耐
性
品
種「
に
こ
ま
る
」

の
作
付
拡
大
と
は
だ
か
麦
多
収
性
品
種

「
ハ
ル
ヒ
メ
ボ
シ
」
の
導
入
に
取
り
組

み
ま
す
。

⑵　

営
農
販
売
部

①�　

系
統
の
総
合
力
を
結
集
し
て
地
域
営

農
ビ
ジ
ョ
ン
の
実
践
に
向
け
た
担
い
手

へ
の
支
援
強
化
を
は
か
る
た
め
「
ト
ー

事
業
別
実
施
具
体
策

特

集
◆特集：ＪＡ全農 平成26年度事業方針
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り
扱
い
拡
大
に
取
り
組
み
ま
す
。

③�　

国
産
原
料
に
こ
だ
わ
っ
た
「
エ
ー�

コ
ー
プ
マ
ー
ク
品
」
や
「
全
農
ブ
ラ
ン

ド
」
商
品
の
取
り
扱
い
を
通
じ
て
、
国

産
農
畜
産
物
の
安
心
・
安
全
を
消
費
者

に
お
届
け
し
ま
す
。

④�　

環
境
関
連
事
業
の
取
り
扱
い
拡
大

と
、「
新
エ
ネ
ル
ギ
ー
事
業
」
の
取
り

組
み
強
化
に
よ
り
、
地
球
の
環
境
保
全

に
積
極
的
に
取
り
組
み
ま
す
。

⑤�　

経
営
分
析
・
経
営
改
善
指
導
等
「
Ｊ

Ａ
え
ひ
め
葬
祭
協
議
会
」
の
事
務
局
機

能
強
化
に
つ
と
め
、
Ｊ
Ａ
葬
祭
事
業
の

ブ
ラ
ン
ド
力
強
化
を
は
か
り
ま
す
。

⑹　

管　

理　

部

①�　

コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス
改
善
計
画
に
も

と
づ
き
、「
風
通
し
の
よ
い
職
場
風
土
」

の
醸
成
と
コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス
意
識
の

浸
透
・
定
着
と
４
大
リ
ス
ク
（
債
権
・

在
庫
・
現
金
・
食
品
表
示
）
を
重
点
と

し
た
リ
ス
ク
管
理
に
取
り
組
み
、
コ
ン

プ
ラ
イ
ア
ン
ス
態
勢
の
維
持
・
強
化
を

は
か
り
ま
す
。

②�　

事
業
部
と
の
部
門
検
討
や
収
支
・
投

資
・
要
員
管
理
の
強
化
を
は
か
り
、
事

業
計
画
の
達
成
に
取
り
組
み
ま
す
。

　

�　

ま
た
、
グ
ル
ー
プ
会
社
管
理
態
勢
を

強
化
し
、
健
全
経
営
の
確
立
に
向
け
た

指
導
・
支
援
に
取
り
組
み
ま
す
。

③�　

第
35
回
Ｊ
Ａ
愛
媛
県
大
会
決
議
に
基

づ
き
、「
ト
ー
タ
ル
ア
グ
リ
ー
ド
事
業
」

④�　

施
設
・
園
芸
資
材
事
業
に
お
け
る
事

業
環
境
に
対
応
す
る
た
め
、
施
主
代
行

方
式
に
よ
る
事
業
強
化
と
拡
充
に
取
り

組
み
ま
す
。
施
設
事
業
に
お
い
て
は
、

関
係
部
署
と
の
連
携
を
は
か
り
、
各
種

施
設
に
対
す
る
提
案
活
動
の
強
化
を
お

こ
な
い
、
事
業
領
域
の
拡
大
に
つ
と
め

ま
す
。
住
宅
事
業
に
お
い
て
は
、
情
報

収
集
機
能
の
強
化
を
は
か
り
、
Ｊ
Ａ
総

合
事
業
と
し
て
の
事
業
の
再
構
築
に
取

り
組
み
ま
す
。

⑤�　

段
ボ
ー
ル
事
業
の
競
争
力
強
化
と
安

定
供
給
を
は
か
る
た
め
、
系
統
結
集
に

よ
る
原
紙
仕
入
れ
等
購
買
力
の
発
揮
と

「
全
農
唯
一
の
直
営
工
場
」
で
あ
る
優

位
性
を
活
か
し
た
事
業
機
能
の
高
位
水

準
化
を
す
す
め
、
多
様
化
ニ
ー
ズ
に
対

応
し
た
安
全
・
安
心
で
高
品
質
な
段
ボ

ー
ル
と
副
資
材
の
低
コ
ス
ト
生
産
・
供

給
体
制
の
強
化
に
取
り
組
み
ま
す
。

⑸　

生　

活　

部

①�　
Ｊ
Ａ
支
所
購
買
店
舗
の
Ｙ
シ
ョ
ッ
プ

化
や
移
動
購
買
車
の
導
入
を
す
す
め
、

ラ
イ
フ
ラ
イ
ン
店
舗
の
存
続
対
策
の
実

施
と
Ｊ
Ａ
生
活
店
舗
事
業
の
収
支
改
善

に
取
り
組
み
ま
す
。

②�　

県
産
品
農
畜
産
物
消
費
拡
大
運
動
に

積
極
的
に
取
り
組
み
、
地
域
農
業
の
振

興
に
寄
与
す
る
と
と
も
に
、「
Ｊ
Ａ
く

ら
し
の
宅
配
便
」「
Ｊ
Ａ
タ
ウ
ン
」「
旬

鮮
倶
楽
部
」
等
新
た
な
供
給
体
制
の
取

み
の
産
地
支
援
体
制
の
構
築
に
取
り
組

み
ま
す
。

⑤�　

肉
牛
・
肉
豚
の
海
外
輸
出
、
耕
畜
連

携
に
よ
る
飼
料
米
の
取
り
扱
い
な
ど
新

た
な
事
業
に
つ
い
て
取
り
組
み
を
進
め

ま
す
。

⑷　

生
産
資
材
部

①�　

多
様
な
担
い
手
へ
の
営
農
支
援
の
充

実
と
省
力
化
を
含
め
た
ト
ー
タ
ル
的
な

生
産
費
の
削
減
を
は
か
る
た
め
、
低
コ

ス
ト
・
省
力
化
に
繋
が
る
肥
料
農
薬
・

生
産
資
材
・
施
設
・
農
機
の
開
発
・
普

及
に
努
め
、
生
産
基
盤
の
維
持
拡
大
に

取
り
組
み
ま
す
。

②�　

Ｔ
Ａ
Ｃ
と
連
携
し
た
「
出
向
く
営

農
」
と
、
予
約
結
集
や
購
買
店
舗
の
活

性
化
等
に
よ
る
「
出
迎
え
る
営
農
」
の

展
開
に
よ
り
農
家
対
応
力
の
向
上
を
は

か
り
、
的
確
な
施
肥
防
除
技
術
に
基
づ

く
企
画
提
案
と
仕
入
れ
購
買
機
能
の
強

化
に
つ
と
め
ま
す
。

③�　

農
機
需
要
の
減
少
す
る
な
か
、新
品
・

中
古
・
部
品
・
修
理
整
備
事
業
の
バ
ラ

ン
ス
を
は
か
り
、
系
統
シ
ェ
ア
の
維
持

拡
大
を
す
す
め
、
Ｊ
Ａ
農
機
事
業
の
収

支
改
善
と
効
率
的
な
事
業
運
営
体
制
の

構
築
に
取
り
組
み
ま
す
。
部
品
事
業
に

お
い
て
は
、
西
日
本
部
品
セ
ン
タ
ー
と

の
連
携
強
化
に
つ
と
め
、
更
な
る
サ
ー

ビ
ス
向
上
と
事
業
の
効
率
化
に
取
り
組

み
ま
す
。
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資
材
の
コ
ス
ト
低
減
、
④
Ｊ
Ａ
総
合
物
流

の
再
構
築
に
よ
る
物
流
コ
ス
ト
の
低
減
、

⑤
生
活
関
連
品
の
普
及
拡
大
や
高
齢
化
に

対
応
し
た
事
業
展
開
、
⑥
事
業
管
理
費
の

削
減
等
に
よ
り
、
26
年
度
の
当
期
利
益
は

25
年
度
計
画
の
１
１
９
％
と
な
る
38
百
万

円
の
計
画
と
し
ま
す
。

投
資
計
画

　

事
業
所
の
設
備
更
新
や
施
設
老
朽
化
対

策
、
消
費
電
力
削
減
の
た
め
の
設
備
投
資

お
よ
び
シ
ス
テ
ム
サ
ー
バ
更
新
の
た
め
の

情
報
シ
ス
テ
ム
開
発
を
計
画
し
ま
す
。

要
員
計
画

　

事
業
環
境
に
対
応
し
た
適
正
な
要
員
体

制
を
は
か
る
こ
と
と
し
、
会
内
要
員
は
26

年
度
期
末
で
１
８
２
名
と
し
ま
す
。

置
を
は
か
り
ま
す
。

⑦�　
Ｊ
Ａ
・
組
合
員
に
対
し
県
本
部
グ�

ル
ー
プ
事
業
へ
の
理
解
向
上
と
、
広
く

消
費
者
に
対
し
県
産
農
畜
産
物
の
消
費

拡
大
に
向
け
た
情
報
提
供
活
動
を
展
開

し
ま
す
。
ま
た
、
Ｔ
Ｐ
Ｐ
反
対
運
動
な

ど
の
Ｊ
Ａ
グ
ル
ー
プ
の
活
動
に
積
極
的

に
参
加
し
ま
す
。

取
扱
計
画
（
事
業
分
量
）

　

高
齢
化
等
に
よ
る
生
産
基
盤
の
弱
体
化

お
よ
び
生
産
資
材
や
生
活
関
連

品
の
需
要
停
滞
の
状
況
は
あ
る

も
の
の
、「
ト
ー
タ
ル
ア
グ
リ
ー

ド
事
業
」
の
継
続
的
展
開
に
よ

り
、
産
地
育
成
の
取
り
組
み
や

多
元
的
販
売
の
体
制
強
化
を
は

か
る
こ
と
に
よ
り
、
26
年
度
の

取
扱
高
（
事
業
分
量
）
は
、
25

年
度
計
画
の
１
０
３
％
と
な
る

８
９
１
億
円
を
見
込
み
ま
す
。

収
支
計
画

　

厳
し
い
事
業
環
境
の
中
、
事

業
直
接
費
は
増
加
す
る
も
の

の
、
①
産
地
育
成
や
地
域
の
担

い
手
確
保
、②
「
愛
媛
チ
ー
ム
」

力
を
発
揮
し
た
多
元
的
販
売
や

ブ
ラ
ン
ド
販
売
体
制
の
強
化
、

③
新
技
術
普
及
等
に
よ
る
生
産

を
継
続
実
践
し
、
元
気
な
産
地
づ
く
り

と
担
い
手
づ
く
り
に
取
り
組
み
ま
す
。

④�　

一
日
全
農
え
ひ
め
、
Ｊ
Ａ
意
見
交
換

会
、
Ｊ
Ａ
巡
回
等
を
通
じ
て
、
会
員
の

意
思
を
事
業
運
営
に
取
り
入
れ
、
満
足

度
向
上
を
は
か
り
ま
す
。

⑤�　
Ｊ
Ａ
物
流
セ
ン
タ
ー
の
機
能
強
化
を

は
か
る
た
め
、
Ｊ
Ａ
グ
ル
ー
プ
で
低
コ
ス

ト
供
給
体
制
を
構
築
し
、
総
合
物
流
の

更
な
る
整
備
・
実
践
に
取
り
組
み
ま
す
。

⑥�　

各
事
業
部
門
に
お
け
る
事
業
施
策
の

実
現
に
向
け
、
営
業
力
・
企
画
力
向
上

の
た
め
の
人
材
育
成
と
要
員
の
適
正
配

経
営
計
画

特

集
◆特集：ＪＡ全農 平成26年度事業方針

表２　愛媛県本部　平成26年度　取扱計画
（単位：億円、％）

年度
事業名 26年度計画 25年度計画 前年比

米 穀 事 業 31 33 94

営 農 販 売 事 業 456 439 104

畜 産 事 業 114 109 105

生 産 資 材 事 業 162 160 101

生 活 関 連 事 業 128 124 103

合 計 891 865 103

表３　グループ会社　平成26年度　売上高計画
（単位：百万円、％）

会 社 名 26年度計画 25年度計画 前年比

㈱ え ひ め 飲 料 29,007 30,119 96

ＪＡえひめアイパックス㈱ 4,104 4,175 98

ＪＡえひめフレッシュフーズ㈱ 3,275 3,140 104

㈱ ひ め ラ イ ス 5,156 5,609 92

ＪＡえひめエネルギー㈱ 2,953 3,141 94

㈱ え ひ め フ ー ズ 868 793 109

Ｊ Ａ え ひ め 物 流 ㈱ 6,880 7,120 97

合 計 52,243 54,097 97
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氏　　名 新　任　部　署 旧　任　部　署

小越　愼介 （審議）副本部長
	 　管理・畜産・生産資材・生活担当

（審議）副本部長
	 　管理・生活担当

関岡　光昭
（審議）副本部長
	 　食糧・営農販売担当
	 　営農販売部長　事務取扱

（監）営農販売部長

中原　一憲 （監）食糧部長
（審）食糧生産課長
	 種子センター所長　事務取扱
	 酒米センター所長　事務取扱

渡部　和光 （監）営農販売部
	 トータルアグリード専任部長

（審）営農販売部 ( 果実課・野菜花卉課
	 ・直販課 ) 県域販売専任課長
	 東京事業所長　事務取扱

石川　忠司 （監）畜産部長 （監）畜産部長
	 畜産生産課長　事務取扱

菅　　裕治 （監）愛媛県施設農業協同組合連合会　出向 （監）食糧部長

森田　久敏
（審）食糧生産課長
	 種子センター所長　事務取扱
	 酒米センター所長　事務取扱

（副審）総務課（課長事故代行者）

井上　　寛 （審）畜産生産課長　
	 肉用牛センター所長　事務取扱

（副審）企画課
	 　（課長事故代行者）

玉井　　純 （審）南予販売センター所長 （副審）南予販売センター所長

兵頭　英治 （監）生産資材部次長
	 段ボール工場長

（審）生産資材部次長
	 段ボール工場長

池田　益夫 （審）肥料農薬課長
（審）肥料農薬課長
	 中予地区生産資材協同センター所長
	 事務取扱

池内　逸雄 （審）ＪＡ東予物流センター所長 （審）東予地区生産資材協同センター所長
上甲　順二 （審）ＪＡ南予物流センター所長 （審）南予地区生産資材協同センター所長

水本　益広
（監）段ボール工場販売課
	 段ボール工場製造課　兼務
	 製販一体管理総合専任課長

（監）企画課　ＪＡ総合専任課長

矢野　貴之 （審）段ボール工場製造課
	 （課長事故代行者）

（副審）段ボール工場製造課
	 　（課長事故代行者）

松田　一人 （監）株式会社ひめライス　出向 （監）本所	燃料部	四国石油事業所長
【表の見方】職能資格呼称等は略称表記しています。（審議）＝審議役、（監）＝監理役、（審）＝審査役、（副審）＝副審査役

人事異動（平成26年４月１日付）※審査役以上

機構改革と人事異動
　ＪＡ全農えひめは、４月１日付けで平成26年度の機構改革と定期異動を実施しました。
　機構変更では、生産資材部肥料農薬課の生産資材協同センターの名称変更と一部廃止を実施し
ました。東・南予地区については、ＪＡ・組合員のニーズに応える“総合物流拠点”として取扱
品目を拡大するため、名称を「生産資材協同センター」から「ＪＡ物流センター」に変更しました。
中予地区については、協同戸配送実験事業が平成24年度で終了したことから戸配送機能がなくな
り、肥料農薬SP倉庫機能に留めることにしたため、機構から削除しました。

　（新）ＪＡ東予物流センター　　※（旧）東予地区生産資材協同センター
　（新）ＪＡ南予物流センター　　※（旧）南予地区生産資材協同センター

　また、畜産部畜産販売課の中予販売センターは、機能的には畜産販売課でまかなえる体制を整
備したことから、中予販売センター機能は畜産販売課に吸収し機構から削除しました。
　この結果、26年度は、６部16課15事業所となります（機構図はP.10のとおり）。
　人事異動は、平成26年度期首職員数232人中、異動者総数は54名です。（課長・審査役以上の異
動はP.９のとおり）
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全農愛媛県本部　2014年度（平成26年度）　機構図＆ライン管理職等配置
平成26年４月１日現在（６部16課15事業所）

県本部グループ会社
㈱えひめ飲料

ＪＡえひめアイパックス㈱
ＪＡえひめフレッシュフーズ㈱

㈱ひめライス
ＪＡえひめエネルギー㈱
㈱えひめフーズ
ＪＡえひめ物流㈱

種子センター
酒米センター

花卉センター
農業技術センター

菌床センター

肉用牛センター
広見種豚増殖センター

南予販売センター

JAグリーンえひめ
ＪＡ東予物流センター
ＪＡ南予物流センター

一級建築士事務所

（課）

管　　理　　部
県
本
部
運
営
委
員
会

監

　事

　会

総
代
会
（
総
会
）

経
営
管
理
委
員
会

理

　
　事

　
　会

副
本
部
長

　関岡

　光昭

副
本
部
長

　小越

　愼介

県
本
部
長

　諏訪

　玄

部長：竹村　靖
副
会
長

　
豊
田

　
明
夫

会

　
長

　
岡
本

　
健
治 

食　　糧　　部
部長：中原　一憲

営 農 販 売 部
部長：（関岡　光昭）
専任部長：渡部　和光

畜　　産　　部
部長：石川　忠司

生　　活　　部
部長：大津　満

事業所長：房本　雄三
四国石油事業所 愛 媛 推 進 課

課長：塩崎　洋章

生 産 資 材 部
部長：高井　雄二
次長・段ボール工場長
：兵頭　英治

（事業所）（部）

食 糧 生 産 課
課長：森田　久敏

総　　務　　課
課長：得能　祐治
専任課長：栗原　雅博

企　　画　　課
課長：武田　博志
専任課長：井関　一男 
専任課長：松浦　勇人

営 農 振 興 課
課長：川﨑　広範

野 菜 花 卉 課
課長：室賀　敬二

畜 産 生 産 課
課長：井上　寛

畜 産 販 売 課
課長：嶋田　浩志

肥 料 農 薬 課
課長：池田　益夫

農　　機　　課
課長：中山　祐二

生 活 資 材 課
課長：宇都宮　誠

課長：白石　啓司
専任課長：橋本 愼吾
専任課長：（水本　益広） 

施 設 農 住 課
課長：宮田　研二
専任課長：加藤　元義

直　　販　　課
課長：重松　秀樹

コンプライアンス推進課
課長：澤田　浩二

全国本部グループ会社
㈱Ａコープ西日本

ＪＡ西日本くみあい飼料㈱

開発センター

東京事業所
大阪事業所

果　　実　　課

課長：武田　孝二

段ボール工場販売課

段ボール工場製造課

課長：堀岡　茂
専任課長：水本　益広
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Ｊ
Ａ
グ
ル
ー
プ
愛
媛

は
、
今
年
も
４
月
１
日
か

ら
、『
え
ひ
め
み
か
ん
・
い

よ
か
ん
ジ
ュ
ー
ス
・
お
茶

等
愛
用
運
動
』（
Ｊ
Ａ
グ
ル
ー
プ
愛
媛
農

畜
産
物
消
費
拡
大
推
進
本
部
・
県
内
各
Ｊ

Ａ
・
Ｊ
Ａ
愛
媛
中
央
会
・
Ｊ
Ａ
全
農
え
ひ

め
主
催
）
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

　

こ
の
運
動
は
、
県
内
産
主

要
農
畜
産
物
の
消
費
拡
大
に

よ
り
、
地
域
農
業
の
振
興
と

と
も
に
、
良
質
で
安
全
な
県

産
品
の
愛
用
を
進
め
県
民
の

健
康
増
進
を
め
ざ
す
「
愛
媛

県
産
農
畜
産
物
加
工
品
消
費

拡
大
運
動
方
針
」
を
受
け
て

毎
年
取
り
組
ん
で
い
る
も
の

で
す
。

　

ジ
ュ
ー
ス
の
愛
用
運
動
は

８
月
末
ま
で
、
お
茶
は
12
月

末
ま
で
の
期
間
限
定
と
な
っ

て
い
ま
す
。
今
年
度
は
計

35
万
ケ
ー
ス
を
目
標
に
取
り

組
み
ま
す
の
で
、
ご
理
解
と

生活
資材課

え
ひ
め
み
か
ん
・
い
よ
か
ん
ジ
ュ
ー
ス
・

お
茶
等
消
費
拡
大
・
愛
用
運
動
を
展
開
！

１
ℓ
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
。

④　

愛
媛
な
つ
み
か
ん
50

　

愛
媛
県
産
夏
み
か
ん
果
汁
を
使
用
し
た

ス
ッ
キ
リ
飲
み
や
す
い
飲
料（
果
汁
50
％
）

で
す
。
１
ℓ
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
。

⑤　

愛
媛
の
特
煎
茶

　

愛
媛
県
産
茶
葉
を
１
０
０
％
使
用
し
、

心
地
よ
い
苦
味
と
さ
っ
ぱ
り
し
た
後
味
の

緑
茶
で
す
。
食
後
や
ス
ポ
ー
ツ
の
後
、
焼

酎
等
の
緑
茶
割
り
と
し
て
ご
利
用
い
た
だ

け
ま
す
。
５
０
０
㎖
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
。

⑥　

愛
媛
の
柑
橘
搾
り
セ
ッ
ト

　
「
え
ひ
め
み
か
ん
・
い
よ
か
ん
ジ
ュ
ー

ス
」
１
ℓ
ペ
ッ
ト
４
本
、「
愛
媛
の
味
わ

い
柑
橘
」
４
本
、「
愛
媛
な
つ
み
か
ん
50
」

4
本
を
セ
ッ
ト
に
し
ま
し
た
。
い
ろ
い

ろ
な
味
が
楽
し
め
ま
す
。
5
月
12
日
か
ら

１
万
ケ
ー
ス
限
定
で
取
り
扱
い
ま
す
。　

　

い
ず
れ
の
商
品
も
、
例
年
と
同
様
に
数

量
限
定
で
取
り
扱
っ
て
い
ま
す
。
運
動
期

間
中
で
も
品
切
れ
の
際
に
は
販
売
を
終
了

し
ま
す
の
で
、
早
め
の
ご
注
文
を
お
願
い

し
ま
す
。　

　

毎
年
県
産
品
と
し
て
県
内
外
へ
の
贈
答

品
と
し
て
大
変
好
評
で
あ
り
、
今
年
も
贈

答
需
要
に
対
応
で
き
る
よ
う
宅
配
も
受
け

つ
け
て
い
ま
す
。
詳
し
く
は
最
寄
り
の
Ｊ

Ａ
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

ご
協
力
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

◆
今
年
度
の
変
更
点

　

取
扱
商
品
の
変
更
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、

新
た
に
「
愛
媛
の
柑
橘
搾
り
セ
ッ
ト
」
を

数
量
限
定
（
１
万
ケ
ー
ス
・５
月
12
日
～
）

で
取
り
扱
い
を
始
め
ま
す
。

　

な
お
、
平
成
26
年
４
月
か
ら
、
消
費
税

率
の
引
き
上
げ
及
び
諸
般
の
情
勢
に
よ
り

価
格
が
変
更
と
な
っ
て
い
ま
す
。

【
商
品
特
徴
】

①　

え
ひ
め
み
か
ん
・
い
よ
か
ん
ジ
ュ
ー
ス

　

愛
媛
の
元
気
な
太
陽
を
浴
び
て
育
っ
た

温
州
み
か
ん
と
伊
予
柑
の
果
汁
を
ブ
レ
ン

ド
し
た
飲
み
や
す
く
、
体
に
や
さ
し
い
果

汁
１
０
０
％
ジ
ュ
ー
ス
で
す
。

　

１
ℓ
ペ
ッ
ト
と
２
５
０ｇ
缶
が
あ
り
ま

す
。

②�　

え
ひ
め
つ
ぶ
み
か
ん
・
い
よ
か
ん

ジ
ュ
ー
ス

　

愛
媛
産
の
温
州
み
か
ん
と
伊
予
柑
の
果

汁
に
み
か
ん
の
果
粒
（
つ
ぶ
つ
ぶ
）
を

加
え
た
、
普
通
の
ジ
ュ
ー
ス
で
は
味
わ

え
な
い
飲
む
〝
果
物
感
覚
〟
の
果
実
分

１
０
０
％
ジ
ュ
ー
ス
で
す
。

③　

愛
媛
の
味
わ
い
柑
橘
１
０
０

　

愛
媛
県
産
の
不
知
火
・
い
よ
か
ん
と
そ

の
他
柑
橘
の
果
汁
を
贅
沢
に
ブ
レ
ン
ド
し

た
爽
や
か
な
味
わ
い
の
ジ
ュ
ー
ス
で
す
。

平成26年度えひめみかん・いよかんジュース・お茶等�愛用運動価格表
（単位：円）

品　　名 規　　格 推進
価格

消費
税

税込
価格

えひめみかん・いよかん
ジュース

ケース
（1ℓ×８本） 1,926 154	 2,080	

えひめつぶみかん・
いよかんジュース

ケース
（1ℓ×８本） 2,759 221	 2,980	

えひめみかん・いよかん
ジュース（缶）

ケース
（250ｇ×30本） 2,241 179	 2,420	

愛媛なつみかん50 ケース
（1ℓ×８本） 2,000 160	 2,160	

愛媛の味わい柑橘100 ケース
（1ℓ×６本） 1,963 157	 2,120	

愛媛の特煎茶 ケース
（500㎖×24本） 2,380 190	 2,570	

愛媛の柑橘搾りセット ケース
（1ℓ×12本） 3,518 282	 3,800	
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今
思
い
返
す
と
、
物
に
一
目
惚
れ
を
し
た

の
は
あ
の
時
が
最
初
だ
っ
た
の
だ
と
思
い
ま

す
。

　

高
校
入
学
を
控
え
た
春
の
日
、
自
転
車
通

学
が
決
ま
っ
た
私
は
、
父
と
一
緒
に
父
の
知

人
の
自
転
車
屋
さ
ん
へ
と
向
か
っ
た
の
で
し

た
。自
分
の
物
を
、そ
れ
も
当
時
の
私
に
と
っ

て
は
と
て
も
高
価
な
物
を
買
っ
て
も
ら
う

と
い
う
事
で
な
ん
だ
か
変
な
ド
キ
ド
キ
感
が

あ
っ
た
事
を
記
憶
し
て
い
ま
す
。
自
転
車
屋

さ
ん
に
入
っ
た
瞬
間
、
私
の
目
に
一
台
の
自

転
車
が
飛
び
込
ん
で
き
ま
し
た
。
そ
れ
は
店

内
で
ひ
と
き
わ
高
く
壁
に
ぶ
ら
下
が
っ
て
い

た
の
で
す
。
気
持
ち
が
い
い
く
ら
い
の
爽
や

か
な
水
色
。
全
体
に
少
し
パ
ー
ル
が
か
っ
て

い
て
、
こ
の
な
か
な
か
見
る
事
が
な
い
パ
ス

テ
ル
調
の
水
色
自
転
車
を
見
た
瞬
間
私
の
口

か
ら
は
「
こ
の
自
転
車
が
い
い
!
」
と
い
う

言
葉
が
出
て
い
た
の
で
し
た
。
こ
う
し
て
私

と
水
色
自
転
車
の
３
年
間
は
ス
タ
ー
ト
。
雨

の
日
も
雪
の
日
も
大
好
き
な
水
色
自
転
車
で

片
道
30
分
の
道
の
り
を
通
い
ま
し
た
。
友
人

と
通
う
道
の
り
。
そ
の
全
て
が
キ
ラ
キ
ラ
し

た
特
別
な
思
い
出
で
す
。

　

高
校
を
卒
業
し
自
転
車
か
ら
は
め
っ
き
り

遠
ざ
か
っ
て
い
ま
し
た
が
、
昨
年
自
転
車
番

組
を
担
当
す
る
の
を
き
っ
か
け
に
、
久
し
ぶ

り
に
自
転
車
に
乗
る
事
に
な
っ
た
の
で
す
。

高
校
以
来
の
自
転
車
っ
て
い
っ
た
い
ど
れ
だ

け
前
な
の
か
（
笑
）
し
か
も
本
格
的
な
ロ
ー

ド
バ
イ
ク
で
県
内
全
域
を
疾
走
す
る
と
き
た

も
の
で
、
周
り
も
私
も
少
々
不
安
が
あ
っ

た
も
の
の
新
し
い
事
を
始
め
る
の
が
大
好
き

な
私
は
「
大
丈
夫
、
大
丈
夫
♪
」
と
、
超
久

し
ぶ
り
の
自
転
車
生
活
に
突
入
し
た
の
で
し

た
。

　

あ
の
時
か
ら
一
年
近
く
。
思
う
事
は
た
だ

一
つ
。
自
転
車
っ
て
や
っ
ぱ
り
面
白
い
な
ぁ

～
♪
と
い
う
事
。
私
は
ま
だ
ま
だ
本
格
的
な

サ
イ
ク
リ
ス
ト
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
ゆ
っ
く

り
自
分
の
ペ
ー
ス
で
走
り
ま
す
。
で
も
、
ペ

ダ
ル
を
踏
む
ご
と
に
あ
の
頃
の
ワ
ク
ワ
ク
し

た
、
は
や
る
気
持
ち
が
蘇
っ
て
き
て
心
か
ら

楽
し
い
と
思
え
る
の
で
す
。

　

こ
の
一
年
走
っ
て
き
た
の
は
、
愛
媛
が
サ

イ
ク
リ
ン
グ
パ
ラ
ダ
イ
ス
に
な
る
事
を
目
指

し
て
県
が
展
開
し
て
い
る
「
愛
媛
マ
ル
ゴ
ト

自
転
車
道
」。
こ
の
コ
ー
ス
を
走
っ
て
み
て
、

愛
媛
っ
て
本
当
に
自
転
車
で
走
る
の
に
最
高

の
ロ
ケ
ー
シ
ョ
ン
や
美
味
し
い
食
べ
物
が

自
転
車
に
乗
っ
て

ど
こ
ま
で
も
♪

フリーアナウンサー。松山市出身。１月５日生まれの山羊座Ｂ
型。松山大学を卒業後、南海放送に入社。ラジオリポーターと
して県内各地の中継リポートや番組パーソナリティを務める。
退社後、テレビ愛媛の番組キャスターを約６年間務め、現在は
テレビ・ラジオを中心に幅広く活躍する。2010年度からは
JAバンクえひめの各種キャンペーンのキャラクターとしても活
動。2013年から自転車の番組を担当し、初心者ながらも愛媛
を疾走中♪瓶ヶ森～石鎚スカイラインの雄大な自然・しまなみ
の穏やかな景色・明浜から八幡浜へと続く美しいリアス式海岸・
自転車で走ってみて改めて愛媛の自然、四季の美しさを実感し
ている。今年は『瀬戸内しまのわ2014』の年。10月のサイ
クリング大会に向けてさらに頑張ります!!
◆担当番組◆
『映画情報番組　シネナビ』あいテレビ（日・22：54～）
『おうちのレシピ』南海放送テレビ（土・９：30～10：00）
『門田基志・作道泰子のレッツサイクリング！』南海放送テレ
ビ（第３日・20：54～）
『県政広報特別番組・行って来うわい』南海放送テレビ（不定期）
『いきいきプラザ』テレビ愛媛（火～金・11：20～）

TAIKO SAKUDOU作道泰子
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▲岩城島の自転車ロケで食べたレモンポーク丼♪
ジューシーなお肉の甘さとレモンの爽やかな香
りが口いっぱいに広がります。グルメスポット
に立ち寄るのもサイクリングの楽しみです！

揃
っ
て
い
る
な
と
実
感
し
ま
す
。

　

１
回
目
の
撮
影
で
走
っ
た
の
は
鬼
北
町
日

吉
～
大
洲
市
長
浜
へ
と
続
く
肱
川
沿
い
を
走

る
コ
ー
ス
。
川
の

せ
せ
ら
ぎ
や
鳥
の

さ
え
ず
り
。
ク
ー

ン
と
嗅
い
だ
春
風

の
匂
い
。
五
感
で

感
じ
る
と
は
ま
さ

に
こ
の
事
!　

大

洲
に
入
り
さ
す
が

に
へ
こ
た
れ
始
め

た
時
、
ど
こ
か
ら

と
も
な
く
「
頑

張
っ
て
!
」
の
大
き
な
声
が
聞
こ
え
て
き
た

の
で
す
。
振
り
向
く
と
道
沿
い
の
工
場
で
作

業
を
し
て
い
た
人
が
笑
顔
で
立
っ
て
い
ま
し

た
。
不
思
議
な
も
の
で
、
頑
張
っ
て
!
の
一

言
で
人
っ
て
元
気
に
な
れ
る
ん
で
す
ね
。

　

愛
媛
の
自
然
は
ダ
イ
ナ
ミ
ッ
ク
だ
と
感
じ

た
の
は
石
鎚
山
系
を
走
る
コ
ー
ス
。
初
め

て
聴
く
こ
だ
ま
す
る
よ
う
な
鳥
の
鳴
き
声
。

眩
し
い
ほ
ど
に
煌
め
く
一
面
の
笹
の
高
原
。

木
々
の
ざ
わ
め
き
。
ま
る
で
宮
崎
ア
ニ
メ
に

出
て
く
る
よ
う
な
ロ
ケ
ー
シ
ョ
ン
で
す
。
い

つ
も
番
組
で
初
心
者
の
私
を
引
っ
張
っ
て
く

れ
る
の
は
愛
媛
在
住
の
Ｍ
Ｔ
Ｂ
プ
ロ
ラ
イ

ダ
ー
の
門
田
基
志
さ
ん
。
こ
こ
は
ト
レ
ー
ニ

ン
グ
ス
ポ
ッ
ト
の
１
つ
だ
そ
う
で
、
こ
の
辺

り
の
事
は
何
で
も
知
っ
て
い
ま
す
。
滝
ス

ポ
ッ
ト
に
も
詳
し
く
、
水
分
補
給
は
滝
か
ら

汲
ん
だ
湧
き
水
。
一
口
飲
ん
だ
瞬
間
の
ひ
ん

や
り
と
し
た
美
味
し
さ
と
言
っ
た
ら
、
感
動

も
の
で
す
。

　

今
治
市
玉
川
で
立
ち
寄
っ
た
『
ふ
れ
愛
茶

屋
』
は
地
元
の
元
気
な
お
母
さ
ん
達
が
手
作

り
の
料
理
を
ふ
る
ま
う
お
店
。
よ
も
ぎ
た
っ

ぷ
り
の
「
ま
ん
て
ん
焼
き
」
や
お
皿
い
っ
ぱ

い
に
盛
り
付
け
た
そ
う
め
ん
。
お
っ
き
な
お

に
ぎ
り
。「
こ
れ
も
食
べ
て
」
と
ど
ん
ど
ん

出
て
く
る
お
料
理
す
べ
て
に
お
母
さ
ん
達
の

愛
情
を
感
じ
ま
し
た
。
サ
イ
ク
ル
ス
タ
ン

ド
も
設
置
し
て
、
サ
イ
ク
リ
ス
ト
が
立
ち
寄

る
の
を
楽
し
み
に
待
っ
て
く
れ
て
い
る
ん
で

す
。

　

愛
南
町
の
標
高
１
、０
６
５
ｍ
の
篠
山
で

は
野
生
の
鹿
に
３
度
も
遭
遇
!　

途
中
４
頭

の
鹿
が
草
む
ら
に
現
れ
、
鹿
の
家
族
と
自
転

車
で
並
走
も
し
た
ん
で
す
!　

何
と
も
い
え

な
い
驚
き
と
興
奮
の
瞬
間
。
ゴ
ー
ル
は
愛
媛

最
南
端
の
高
茂
岬
。
ぱ
ー
ん
と
開
け
た
太
平

洋
に
つ
っ
こ
む
よ
う
な
不
思
議
な
感
覚
を
味

わ
い
ま
し
た
。
愛
媛
の
自
然
は
本
当
に
変
化

に
富
ん
で
い
ま
す
!

　

自
転
車
で
愛
媛
を
走
っ
て
み
る
と
、
直
接

肌
で
感
じ
る
物
が
確
か
に
あ
り
ま
し
た
。
愛

媛
が
も
つ
四
季
を
通
じ
た
穏
や
か
な
景
色
。

豊
か
な
自
然
に
育
ま
れ
た
食
。
そ
こ
に
根

付
く
人
々
の
生
活
。
愛
媛
は
本
当
に
美
し
い

場
所
だ
と
心
か
ら
思
い
ま
し
た
。
見
て
触
れ

て
出
会
っ
た
人
々
と
の
縁
に
も
感
謝
し
、
そ

し
て
ま
た
!
自
転
車
に
乗
っ
て
あ
の
場
所
に

行
っ
て
み
よ
う
と
思
い
ま
す
。

▲愛南町の篠山にて。こんな木漏れ日の中も走ります。上りはかなり大変
ですが、頂上付近では、遠く御荘湾を望む絶景が待っています�
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●ＪＡ愛媛果樹技術指導員会　果樹技術研修会

26年産果樹の生産対策などを協議

●「ふれ愛・媛ポーク」特別試写会開催

ひめとんボーイズが映画「銀の匙」試写会に登場しPR！
　ＪＡ全農えひめ畜産部は、映画「銀の匙（さ
じ）」の３月７日全国一斉公開を前に３月４日、
松山市と新居浜市の映画館で「ふれ愛・媛ポー
ク」特別試写会を開きました。
　試写会は、ＪＡ全農えひめが命の大切さや畜
産農家の苦労を感じてもらうとともに、愛媛県
産豚肉ブランド「ふれ愛・媛ポーク」のファン
拡大とPRにつなげようと開いたもので、あわ
せて135組270人を招待しました。
　「銀の匙」は、累計1,300万部を突破した荒川
弘原作の大ヒットコミックスを実写映画化した
もの。農業高校に入学した主人公が酪農実習や
部活動に苦悩しながらも、仲間とともに農業の
理想と現実に葛藤しつつ命の大切さを学んでい
くストーリー。
　松山市のシネマサンシャイン衣山では、「ふ
れ愛・媛ポーク」をPRする若手生産者集団「ひ
めとんボーイズ」のメンバー７人が、60組120
人の招待客入場の際に記念品を渡して出迎えた
ほか、開演を前にメンバー全員が舞台あいさつ

をしてイベントを盛りあげました。
　リーダーの酒井庸裕さん（鬼北町・酒井ピッ
グファーム）は、「私たちは、みなさんに安全
で美味しい『ふれ愛・媛ポーク』を食べていた
だこうと、愛情込めて豚を育てています。今日
はこの映画を通じて皆さんにも動物はかわいい
だけではないということを感じてもらえればあ
りがたい」とあいさつし、大きな拍手が寄せら
れていました。

　ＪＡ愛媛果樹技術指導員会は、３月３日、松
山市のＪＡえひめ中央大会議室で、果樹技術研
修会を開きました。
　研修会には、県内ＪＡの果樹技術員のほか県・
果樹研究センター関係者などが出席。研修会に
先立ち、ＪＡ愛媛果樹技術指導員会名誉会長賞
の表彰が行われ、黒田元康さん（ＪＡにしうわ）
と清家伯弘さん（ＪＡえひめ南）が受賞しました。
　研修会では、25年産主要果樹の生産総括と26
年産の生産対策及び病害虫発生情報などにつ
いて報告・協議するとともに、肥料農薬情勢や
果樹関係の補助事業などの情報提供がありまし
た。

▲名誉会長賞を受賞した清家さん（左）と黒田さん
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●ひめライス50周年記念「ひめライス杯レディス卓球大会」

過去最高の422人がエントリーし熱戦を展開
　２月23日、ひめライス50周年記念「第27回ひ
めライス杯南海放送レディス卓球大会」が松山
市の県武道館主道場で開かれ、過去最高の211
組・422人がエントリーし、熱戦を繰り広げま
した。
　この大会は県内最大規模の女子ダブルスの大
会。22歳から94歳までの選手が、５クラスに分
かれ、11点先取の５ゲームマッチで、日頃の練
習成果を競いました。
　最もレベルの高いＡクラスで優勝した高橋澄
香・武智瞳ペア（所属＝結、新居浜市・松山市）
は、「コンビネーションの勝利。ひめライスが
もらえて幸せです。このお米を食べて練習を頑
張り、来年も優勝をめざします」と、副賞のひ
めライスを手に笑顔をみせていました。
　㈱ひめライスは、スポーツを通じて愛媛のお

米『ひめライス』をPRしようと、同大会を応援。
参加賞に加え、各クラス３位以内の選手全員に
副賞として無洗米『あらうまい！』を贈りまし
た。

●㈱ひめライス無洗米キャンペーン抽選会

当選者500人を選ぶ！
　㈱ひめライスは、３月12日、松前町の本社で、
無洗米あらうまいキャンペーンの抽選会を行
い、山本健吾社長らが、6,859通の応募の中から、
当選者500人を選びました。
　このキャンペーンは、ひめライスブランド
50周年記念キャンペーンの第３弾として、12月
23日から２月末まで実施。テレビCMや店頭ポ
スター等を通じて安心・安全・エコな無洗米
「あらうまい！」の利便性など５つのメリット
をPRし、定着化と販売拡大に取り組んだ結果、
応募数は前年比105％でした。
　応募者からは、「多くの人から愛され続け60
周年、70周年を迎えてください」「お米をとが
なくてよいので手も荒れないし、水の節約にも
なるので大変便利」「手間がいらず、家計や環

境にやさしいおいしいお米は、忙しい主婦の頼
れる味方」などの声が寄せられました。

▲副賞のお米を手に喜ぶＡクラス優勝の高橋（左）・武智ペア
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したほか、産地拡大や担い手対策などの諸課題
についても活発に意見交換しました。

　ＪＡ全農えひめは、２月27日、松山市のＪＡ
愛媛で、ＪＡ愛媛青壮年連盟とＪＡ青壮年組織
代表者・ＪＡ事務局を交えて意見交換を行いま
した。
　ＪＡ愛媛青壮年連盟三役をはじめ執行部や青
壮年組織代表、ＪＡ事務局、ＪＡ全農えひめか
らは諏訪玄県本部長をはじめ関係部長など計30
人が出席。ＪＡ全農えひめから「トータルアグ
リード事業」の概要を報告した後、青壮年代表
者から出された「果樹産地の農地集約の方向」「飼
料用米の畜産への対応」「肥料の銘柄集約等生産
資材のコスト低減や農産物輸出の方向」等の質
問・要望・提案にＪＡ全農えひめが回答・説明

　ＪＡ全農えひめ果実課は、３月８日と９
日の２日間、東京のNHK放送センターと
代々木公園で開催された「ふるさとの食 
にっぽんの食」全国フェスティバルに旬の
柑橘を出品しPRしました。
　この催しは、全国各地の農産物や食材を
紹介し、地産地消や食育の大切さを伝えよ
うと、「ふるさとの食　にっぽんの食」全
国実行委員会などが主催したもの。
　ＪＡ全農えひめは、全国各地の食を集め
た代々木公園の「ど～もくん市場」コーナー
で、３月限定販売の伊予柑「弥生紅」、デ
コポン、せとか、清見などを試食販売。多
くの人で賑わいました。

　ＪＡ全農えひめ果実課は、全国一の生
産量を誇る愛媛産柑橘のPRと消費拡大に
つなげようと、「４月14日＝オレンジデー」
までの愛の記念日ごとに、“愛のシンボル”
であるオレンジ（旬の柑橘）を贈り合う「愛
のオレンジロード」キャンペーンに取り組
んでいます。
　「ホワイトデー」を前に３月９日と「ホ
ワイトデー」当日の３月14日には、松前町
のエミフルMASAKIで、愛媛いよかん大
使がせとか・デコポンなどの試食販促＆

「オレンジロード」のPR活動を行いました。
14日は、購入者先着100名様に観葉植物「ラ
ブラブハート」プレゼント企画なども実施
し、イベントを盛り上げました。

青壮年組織代表者とＪＡ全農えひめ幹部が意見交換

●愛媛産柑橘をPR

「ふるさとの食 にっぽんの食」
全国フェスティバルに出展

●オレンジロードと旬の柑橘PR

愛媛いよかん大使が
試食宣伝販売を実施

16



17

営
所
得
安
定
対
策
に
お
い
て
、
販

売
価
格
が
生
産
費
を
恒
常
的
に
下

回
っ
て
い
る
作
物
を
対
象
と
し
、
そ
の
差

額
を
交
付
す
る
こ
と
に
よ
り
、
農
業
経
営

の
安
定
と
国
内
生
産
力
の
確
保
を
図
る
と

と
も
に
、
麦
・
大
豆
等
へ
の
作
付
転
換
を

促
し
て
い
ま
す
。
今
月
は
、
そ
の
交
付
金

の
対
象
と
な
っ
て
い
る
作
物
の
う
ち
、
は

だ
か
麦
と
大
豆
の
生
産
費
に
つ
い
て
見
て

い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　　　

24
年
産
は
だ
か
麦
の
10
ａ
当
た
り
資

本
利
子
・
地
代
全
額
算
入
生
産
費
（
以

下
「
全
算
入
生
産
費
」
と
い
う
）
は
、

４
万
９
、９
７
７
円
で
し
た
。

物
財
費
が
３
万
８
、７
１
９
円
、
労
働
費

が
１
万
２
、２
０
３
円
で
し
た
。
主
要
費

目
の
構
成
割
合
を
み
る
と
、
賃
借
料
及
び

料
金
（
選
別
な
ど
）
が
18
・
４
％
（
９
、

３
６
４
円
）、
農
機
具
費
17
・
９
％
（
９
、

１
２
１
円
）、
肥
料
費
９
・
７
％
（
４
、

９
３
３
円
）
と
な
っ
て
お
り
、
３
費
目
で

費
用
合
計
の
約
半
分
を
占
め
て
い
ま
す

（
図
２
）。

　

ま
た
、
60
㎏
当
た
り
全
算
入
生
産
費
は

１
万
９
、３
２
３
円
で
し
た
。

　

我
が
国
の
農
業
に
お
け
る
担
い
手
の
農

地
利
用
は
全
農
地
の
５
割
を
占
め
て
い
ま

す
が
、
農
業
従
事
者
の
高
齢
化
、
耕
作
放

棄
地
の
拡
大
な
ど
の
課
題
が
生
じ
て
お

り
、
危
機
的
状
況
に
あ
り
ま
す
。

　

政
府
は
、
平
成
25
年
12
月
に
「
農
林
水

産
業
・
地
域
の
活
力
創
造
プ
ラ
ン
」
を
取

り
ま
と
め
、
農
業
を
足
腰
の
強
い
産
業
と

し
て
い
く
た
め
の
政
策
（
産
業
政
策
）
と
、

農
業
・
農
村
の
有
す
る
多
面
的
機
能
の
維

持
・
発
揮
を
図
る
た
め
の
政
策
（
地
域
政

策
）を
車
の
両
輪
と
し
て
推
進
し
て
い
ま
す
。

　

農
業
者
、
農
業
者
団
体
、
行
政
が
協
力

し
て
、課
題
の
解
決
に
向
け
て
取
り
組
み
、

強
い
農
林
水
産
業
と
美
し
く
活
力
の
あ
る

農
山
漁
村
を
創
る
こ
と
が
重
要
で
す
。

　中
国
四
国
農
政
局

　松
山
地
域
セ
ン
タ
ー
農
政
推
進
グ
ル
ー
プ

　

費
用
合
計
は
４
万
２
、９
３
２
円
で
、

う
ち
物
財
費
が
３
万
２
、３
９
０
円
、
労

働
費
が
１
万
５
４
２
円
で
し
た
。
主
要
費

目
の
構
成
割
合
を
み
る
と
、
農
機
具
費
が

22
・
４
％
（
９
、６
０
４
円
）、
肥
料
費
が

16
・
７
％
（
７
、１
７
９
円
）、
賃
借
料
及

び
料
金
が
10
・
１
％
（
４
、３
５
４
円
）

と
な
っ
て
お
り
、
３
費
目
で
費
用
合
計
の

約
半
分
を
占
め
て
い
ま
す
（
図
１
）。

　

ま
た
、
60
㎏
当
た
り
全
算
入
生
産
費
は

１
万
１
、２
７
７
円
で
し
た
。

　　　

24
年
産
大
豆
の
10ａ
当
た
り
全
算
入
生

産
費
は
６
万
４
、０
８
３
円
で
し
た
。

　

費
用
合
計
は
５
万
９
２
２
円
で
、
う
ち

はだか麦の10a当たり全算入生産費は、４万9,977円
－ 平成24年産麦類、大豆生産費（全国）から －

は
だ
か
麦
は

農
機
具
費
が
約
２
割

大
豆
は

賃
借
料
及
び
料
金
が
約
２
割

経図１　はだか麦の主要費目の構成割合（10ａ当たり）

農機具費
（22.4）

肥料費
（16.7）

貸借料
及び料金
（10.1）

農業
薬剤費
（7.7）

その他
（18.5）

労働費
（24.6）

平成24年産
費用合計
４万2,932円
（100％）

物財費（75.4）

図２　大豆の主要費目の構成割合（10ａ当たり）

資料：農林水産省統計部『農産物生産費統計』

資料：農林水産省統計部『農産物生産費統計』

農機具費
（17.9）

肥料費
（9.7）農業

薬剤費
（9.0）

その他
（21.0）

労働費
（24.0）

平成24年産
費用合計
5万922円
（100％）

物財費（76.0）

貸借料
及び料金
（18.4）
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売
り
場
面
積
約
５
０
０
㎡
に
出
荷
会
員
約
６
０
０
人

の
持
ち
寄
る
新
鮮
な
農
産
物
が
自
慢
の
直
売
所
で
す
。

生
産
地
は
地
元
・
伊
予
市
が
中
心
な
が
ら
、
高
冷
地
か

ら
南
予
ま
で
県
内
広
範
囲
に
及
び
、
同
じ
農
産
物
も
収

穫
期
が
違
い
、
長
く
旬
の
も
の
が
求
め
ら
れ
る
利
点
が

あ
り
ま
す
。
加
え
て
、
併
設
１
５
０
㎡
の
花
コ
ー
ナ
ー

は
花
き
専
門
農
家
自
信
の
苗
物
、
切
り
花
、
鉢
植
え
類

が
花
盛
り
で
す
。

　

も
う
一
つ
の
大
き
な
特
徴
は
「
い
よ
っ
こ
ら
」
の
経

営
母
体
が
県
内
唯
一
の
食
肉
セ
ン
タ
ー
と
い
う
こ
と

で
、
牛
肉
は
西
予
市
城
川
町
の
「
関
平
牛
」、
豚
肉
は

今
治
市
菊
間
町
の
直
営
農
場
の
「
せ
と
風
ポ
ー
ク
」
を

販
売
。
鶏
肉
は
県
養
鶏
試
験
場
で
開
発
の
「
媛
っ
こ
地

鶏
」
と
、
県
内
生
産
の
安
全
・
安
心
な
食
肉
ラ
イ
ン
ナ
ッ
プ
も
魅
力
で
す
。

　

加
工
品
・
惣
菜
類
は
、
人
気
の
和
牛
コ
ロ
ッ
ケ
、
母
ち
ゃ
ん
か
ら
あ
げ
、

い
よ
っ
こ
ら
バ
ー
ガ
ー
に
加
え
て
、
ス
パ
イ
シ
ー
ス
ペ
ア
リ
ブ
、
豚
軟
骨

の
角
煮
風
、
鶏
手
羽
先
の
甘
ダ
レ
、
昨
秋
よ
り
入
店
の
吉
井
鮮
魚
の
ほ
う

た
れ
天
や
小
鯵
の
南
蛮
漬
け
な
ど
、魚
肉
類
が
さ
ら
に
充
実
し
て
い
ま
す
。

　

５
月
か
ら
は
第
１
日
曜
日
に
は
店
頭
フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
が
は
じ
ま

り
、
８
月
第
１
月
曜
日
の
夏
祭
り
、
10
月
の
収
穫
祭
な
ど
、
時
期
折
々
の

季
節
イ
ベ
ン
ト
や
食
育
活
動
で
フ
ァ
ン
層
を
拡
大
さ
せ
な
が
ら
開
店
10
年

目
へ
と
突
入
し
て
い
き
ま
す
。

●℡／089−997−3720

●営／９：00～17：30

●休／第１火曜（祝日は除く）、１月１～４日

●住／伊予市下吾川字北野511−1

●URL／http://www.iyokkora.jp/

インフォメーション

ファーマーズマーケット「いよっこら」 
～ＪＡえひめアイパックス㈱～

▲伊予市鳥ノ木団地近くにある「いよっこら」。JR予讃線は鳥ノ木下車

N

JAグリーンえひめ
ファーマーズマーケット
「いよっこら」

33

56

松前町役場松前町役場★★

★★
★

伊予警察署伊予警察署

★★

伊予市役所伊予市役所
松山
自動
車道

伊予灘
SA

鳥ノ木

新
川

伊
予
鉄
郡
中
線

伊予鉄横河原線

松山
IC

梅本

田窪

牛渕団地前

伊予横田

★★ 砥部町役場砥部町役場

★★伊予高伊予高

砥部町砥部町
東温市東温市

伊予市伊予市

松前町松前町

松山市松山市

★★
★★

東温市役所東温市役所フジグラン重信フジグラン重信

松山自動車道

11

★

【広域map】

▲店内風景

▲心も華やぐ園芸・花コーナー

▲「いよっこらブランド」の愛媛産を使った調味料が
次々と登場。「七折梅ソフトクリーム」や「本格芋
焼酎いもっこら」も要チェック！

▲肉厚ハンバーガー
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●℡／089−964−4300

●営／８：30～18：00（10～３月は17：00）

●休／12月31日～１月４日

●住／東温市北野田字平松345

●URL／http://www.eh.zennoh.or.jp/ehimenosyoku/store/s/index01.html

インフォメーション

ＪＡグリーンえひめ ～ＪＡ全農えひめ～

　

緑
が
広
が
る
の
ど
か
な
風
景
の
中
に
あ
る
「
Ｊ
Ａ
グ
リ
ー
ン

え
ひ
め
」
の
朝
７
時
。
朝
採
れ
野
菜
の
出
荷
時
間
を
待
ち
わ
び

る
農
家
の
方
々
で
賑
わ
っ
て
い
ま
す
。
出
荷
会
員
約
４
１
０
名
。

重
信
川
の
流
域
を
中
心
に
、中
予
地
域
一
円
の
農
産
物
が
集
ま
っ

て
く
る
「
Ｊ
Ａ
グ
リ
ー
ン
え
ひ
め
」
で
、
さ
ら
に
よ
い
も
の
を

求
め
る
に
は
朝
一
番
が
お
ス
ス
メ
で
す
。
オ
ー
プ
ン
か
ら
15
年
、

競
合
店
も
増
え
る
中
で
愛
さ
れ
続
け
て
い
る
の
は
元
気
な
出
荷

者
同
様
の
元
気
で
魅
力
的
な
新
鮮
野
菜
た
ち
が
絶
え
な
い
か
ら

に
他
な
り
ま
せ
ん
。
花
木
コ
ー
ナ
ー
の
シ
キ
ミ
も
ま
た
日
持
ち

が
よ
い
こ
と
で
定
評
が
あ
り
ま
す
。
ど
ぶ
ろ
く
特
区
・
東
温
市

内
３
蔵
元
の
ど
ぶ
ろ
く
や
、
は
だ
か
麦
の
ヘ
ル
シ
ー
ケ
ー
キ
、

地
元
の
大
豆
で
つ
く
っ
た
豆
腐
、
手
づ
く
り
巻
き
寿
司
や
お
は

ぎ
な
ど
も
心
躍
る
商
品
で
す
。

　

農
産
物
に
加
え
て
、
県
内
産
を
量
り
売
り
す
る
対
面
販
売
の

「
精
肉
コ
ー
ナ
ー
」、
毎
週
金
・
土
曜
日
の
午
前
中
に
は
水
揚
げ

鮮
魚
が
ト
ラ
ッ
ク
で
運
ば
れ
て
く
る
な
ど
、
地
元
の
安
心
・
安

全
な
産
物
を
多
様
な
ニ
ー
ズ
に
応
え
て
展
開
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
常
時
の
利
用
者
か
ら
週
末
に
訪
れ
る
遠
方
の
方
々
ま

で
広
く
行
き
渡
る
お
も
て
な
し
を
と
、
毎
月
第
１
日
曜
日
は
お

楽
し
み
特
典
付
き
の
感
謝
デ
ー
、
毎
週
火
曜
日
は
卵
の
特
売
、

金
曜
日
に
は
精
米
が
１
割
引
な
ど
、
う
れ
し
い
サ
ー
ビ
ス
も
各

種
用
意
。
７
月
に
は
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
２
周
年
記
念
イ
ベ
ン
ト
も

開
催
予
定
で
す
。

▲�いいものはお早めに！
　開店直後のにぎわい

▲どぶろくプリンもご賞味を
▲�全国どぶろくコンテストの最優秀賞受賞の
「由紀っ娘物語」も並ぶ

▲精肉コーナーも充実

葉もの野菜もピンッと直立、

▲

新鮮野菜　

▲�飛ぶように売れていく、土がまだ乾いていない
大野ヶ原の大根
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編 集 後 記
今月の
クイズ

か
ら
ワ
ク
ワ
ク
し
て
い
ま
す
。

	
	

（
西
条
市
・
白
木　

泰
子
さ
ん
）

●
直
売
所
め
ぐ
り
に
出
て
い
た
、
Ｊ
Ａ
愛
媛
た
い
き
の
愛

た
い
菜
の
ジ
ェ
ラ
ー
ト
を
食
べ
て
み
た
い
で
す
。

　

も
う
す
ぐ
た
け
の
こ
の
季
節
で
す
ね
。
毎
年
山
で
と
れ

る
の
で
す
が
、
あ
ま
り
た
け
の
こ
が
好
き
で
は
あ
り
ま

せ
ん
。
な
の
で
、
お
す
す
め
の
た
け
の
こ
レ
シ
ピ
を
紹

介
し
て
く
だ
さ
い
。

	
	

（
西
条
市
・
竹
中　

由
香
里
さ
ん
）

●
農
の
風
景
は
い
つ
も
楽
し
み
で
見
て
い
ま
す
。
パ
ッ
と

見
て
、
キ
ウ
イ
フ
ル
ー
ツ
か
と
思
っ
た
の
で
す
が
、
よ

く
見
る
と
生
椎
茸
品
評
会
と
の
こ
と
。
本
当
に
素
晴
ら

し
い
で
す
ネ
。
丹
精
込
め
て
作
っ
て
い
る
こ
と
が
伝

わ
っ
て
き
ま
し
た
。

　

私
た
ち
が
美
味
し
く
い
た
だ
け
る
の
も
、「
今
後
も
高

品
質
椎
茸
の
出
荷
に
努
め
た
い
」の
一
言
が
あ
る
か
ら
。

と
て
も
う
れ
し
く
思
い
ま
し
た
。
椎
茸
づ
く
り
の
皆
さ

ん
、
頑
張
っ
て
く
だ
さ
い
。

	
	

（
西
条
市
・
松
尾　

紀
子
さ
ん
）

●
若
い
頃
、
油
絵
を
習
っ
て
い
た
せ
い
か
、「
あ
ぐ
り
～

ど
」
を
手
に
す
る
と
、
し
ば
ら
く
の
間
表
紙
を
隅
か
ら

隅
ま
で
拝
見
し
ま
す
。
は
ら
ふ
み
さ
ん
の
イ
ラ
ス
ト
に

は
、
季
節
感
は
も
ち
ろ
ん
、
心
の
こ
も
っ
た
表
現
力
が

あ
り
、
大
好
き
で
す
。
一
度
、
お
顔
も
載
せ
て
ほ
し
い

で
す
。

	
	

（
今
治
市
・
阿
部　

德
子
さ
ん
）

　
●
表
紙
は
本
当
に
ほ
の
ぼ
の
と
し
ま
し
た
。
受
験
生
は
い

な
い
の
で
す
が
、
母
親
の
気
持
ち
が
ひ
し
ひ
し
と
伝

わ
っ
て
き
ま
し
た
。
愛
媛
に
は
い
い
よ
か
ん
♪

　

愛
媛
の
い
よ
か
ん
で
全
国
の
受
験
生
も
頑
張
っ
て
い
る

と
思
い
ま
す
。

	
	

（
西
条
市
・
越
智　

小
夜
奈
さ
ん
）

■
イ
ベ
ン
ト
情
報

　

①
５
月
８
日
か
ら
10
月
４
日
ま
で
、
毎
年
人
気
の
「
リ

ジ
ェ
ー
ル
松
山　

屋
上
ビ
ア
ガ
ー
デ
ン
」（
松
山
市
南

堀
端
町
２
番
地
３
）
が
オ
ー
プ
ン
し
ま
す
（
定
休
日
は

日
曜
・
祝
日
と
８
月
15
日
・
16
日
）。
ご
予
約
・
問
い

合
わ
せ
は
、
℡
０
８
９

−

９
４
８

−

５
６
３
１
ま
で
。

空
席
情
報
は
、「
リ
ジ
ェ
ー
ル
松
山
」
で
検
索
が
で
き

ま
す
。

　

②
５
月
17
日
・
18
日
、
東
温
市
の
Ｊ
Ａ
グ
リ
ー
ン
え
ひ

め
で
、愛
媛
の
新
茶
を
一
堂
に
集
め
て
「
新
茶
ま
つ
り
」

が
開
催
さ
れ
ま
す
。

●
Ｔ
Ａ
Ｃ
に
つ
い
て
。
現
場
の
指
導
と
い
う
の
は
本
当
に

あ
り
が
た
い
こ
と
で
、
い
つ
も
感
謝
し
て
い
ま
す
。
長

年
栽
培
に
取
り
組
ん
で
い
て
も
、
毎
年
何
か
変
わ
っ
た

こ
と
が
起
こ
り
ま
す
。
作
物
を
眺
め
た
ら
悩
む
こ
と
が

多
々
あ
る
中
で
、「
今
年
の
作
柄
は
ど
う
で
す
か
」
と

言
い
な
が
ら
ほ
場
を
見
回
っ
て
く
れ
る
、
作
物
に
手
を

触
れ
て
対
策
を
考
え
て
く
れ
る
…
と
て
も
安
心
し
ま

す
。
Ｔ
Ａ
Ｃ
は
、
生
産
者
の
意
識
向
上
に
も
つ
な
が
っ

て
い
ま
す
。今
後
も
指
導
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

	
	

（
西
条
市
・
近
藤　

明
美
さ
ん
）

●
Ｔ
Ａ
Ｃ
と
い
う
言
葉
は
知
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
実
践
報

告
の
や
つ
し
ろ
や
お
ち
い
ま
ば
り
の
取
り
組
み
を
読
ん

で
知
り
ま
し
た
。
と
こ
と
ん
会
っ
て
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
！
こ
の
取
り
組
み
が
ど
ん
ど
ん
広
が
っ
て
ほ
し

い
で
す
。

　

エ
ッ
セ
ー
「
自
然
が
教
え
て
く
れ
る
も
の
～
あ
た
り
ま

え
に
あ
り
が
と
う
」
Ｕ
タ
ー
ン
で
は
な
い
け
れ
ど
、
都

会
か
ら
あ
る
い
は
地
方
か
ら
、
様
々
な
形
で
地
元
に

帰
っ
て
働
い
て
く
れ
る
人
た
ち
は
あ
り
が
た
い
。
い
い

と
こ
ろ
で
す
、
愛
媛
県
は
！	

	
	

（
大
洲
市
・
沖
中　

さ
わ
え
さ
ん
）

●
エ
ッ
セ
ー
の
中
村
和
憲
さ
ん
の
講
演
を
以
前
、
Ｐ
Ｔ
Ａ

の
関
係
で
聞
い
た
こ
と
が
あ
り
、
感
動
し
た
こ
と
を
思

い
出
し
ま
し
た
。
ま
た
、
歌
も
披
露
し
て
い
た
だ
き
、

や
さ
し
い
歌
声
だ
っ
た
こ
と
を
今
で
も
覚
え
て
い
ま

す
。
現
在
も
Ｐ
Ｔ
Ａ
関
係
を
は
じ
め
多
方
面
で
活
躍
さ

れ
て
お
り
、
今
後
幅
広
い
活
躍
を
期
待
し
て
い
ま
す
。

	
	

（
宇
和
島
市
・
山
本　

祥
司
さ
ん
）

●
エ
ッ
セ
ー
を
読
ん
で
。
私
は
愛
媛
に
生
ま
れ
て
何
十
年

で
、
主
人
の
転
勤
で
岐
阜
に
５
年
余
り
住
ん
で
い
ま
し

た
。
岐
阜
も
い
い
所
で
し
た
が
、
海
が
な
く
山
ば
か
り

で
、
と
て
も
さ
み
し
か
っ
た
で
す
。
帰
省
す
る
時
に
海

の
か
お
り
、
潮
の
か
お
り
を
感
じ
た
時
、
と
て
も
感
動

し
た
こ
と
を
覚
え
て
い
ま
す
。
本
当
に
愛
媛
に
生
ま
れ

て
よ
か
っ
た
で
す
。
こ
れ
か
ら
も
愛
媛
に
生
ま
れ
た
こ

と
を
感
謝
し
な
が
ら
生
活
し
て
い
き
ま
す
。

	
	

（
松
山
市
・
松
本　

恵
子
さ
ん
）

●
私
た
ち
は
研
修
旅
行
で
は
必
ず
直
売
所
に
立
ち
寄
り
ま

す
。
30
分
間
く
ら
い
で
次
へ
出
発
で
す
、
い
つ
も
残
念

で
す
。
直
売
所
め
ぐ
り
の
総
集
編
は
、
毎
月
立
ち
寄
っ

た
気
持
ち
に
さ
せ
て
く
れ
ま
す
。

　

宇
和
島
市
の
遊
子
の
方
に
行
き
ま
し
た
が
、
じ
ゃ
が
い

も
が
手
に
入
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
遊
子
水
荷
浦
地
区
の

新
じ
ゃ
が
男
爵
が
並
ぶ
頃
、
出
か
け
て
み
た
い
な
と
今

ク
イ
ズ
に
正
解
し
た
方
の
中

か
ら
抽
選
で
、
図
書
カ
ー
ド

１
、０
０
０
円
分
を
10
名
様
に
さ
し
あ
げ
ま
す
。

プ
レ
ゼ
ン
ト

２
月
号
の
答
え
は
「
Ｔ
Ａ
Ｃ
」
で
し
た
。

た
く
さ
ん
の
お
便
り
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

厳
正
な
抽
選
の
結
果
、
次
の
10
人
の
方
に
図
書
カ
ー
ド
１
、０
０
０
円

分
を
お
送
り
し
ま
す
。

三
宅　

住
枝
さ
ん
（
西
条
市
）	

矢
野
美
恵
子
さ
ん
（
大
洲
市
）

菊
池
し
え
み
さ
ん
（
八
幡
浜
市
）	

河
原　
　

勉
さ
ん
（
松
山
市
）

宇
都
宮
佐
織
さ
ん
（
松
山
市
）	

馬
越
ム
ツ
子
さ
ん
（
今
治
市
）

松
本　

興
八
さ
ん
（
松
山
市
）	

亀
田　
　

均
さ
ん
（
伊
予
市
）

井
上　

典
子
さ
ん
（
大
洲
市
）	

中
平　

寛
子
さ
ん
（
松
山
市
）

当
選
者
発
表

締

　切

　り

平
成
26
年
５
月
20
日
（
当
日
消
印
有
効
）

発

　
　
　表
「
あ
ぐ
り
～
ど
」
６
月
号
で
発
表
し
ま
す
。

折
り
込
み
ハ
ガ
キ
に
ク
イ
ズ
の

答
え
と
本
誌
に
対
す
る
ご
意

見
・
感
想
な
ど
を
お
書
き
添
え
の
上
、
ご
郵
送
く
だ
さ
い
。

応
募
方
法 物

流
ト
ラ
ッ
ク
に
も
描
か
れ
て
い
る
「
落
第
忍
者
乱

太
郎
」
は
、
あ
る
愛
媛
産
農
産
物
の
イ
メ
ー
ジ
キ
ャ

ラ
ク
タ
ー
で
す
。
何
の
イ
メ
ー
ジ
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
で

し
ょ
う
か
？

「
え
ひ
め
○
○
」

★４月から消費税が引き上げら
れ、高速道路料金の割引縮小・
廃止なども始まりました。
　３月は駆け込み需要で電気製
品からビールまで売れ行きが
伸びたとか。下旬には店のト
イレットペーパー等の棚には
品切れの表示が見られました
が、４月からは、増税の反動
による消費の落ち込みが懸念
されています。店に行くとポ
イント８倍サービスなども行
われていますが、農産物の消
費や価格への影響も心配なと
ころです。
	 	 （正直）
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〈材料・４人分〉　　※1人あたり約40kcal

乾椎茸	 24枚
戻し水	 １ℓ
　醤油	 大さじ２
　砂糖	 大さじ３
　酒	 大さじ３
ミリン	 少々
けしの実	 少々

〈作り方〉
①　乾椎茸は戻して、水気を切り、１㎝角に
切る。

②　米は戻し水とⒶ、①を加えて炊く。
③　炊き上がれば、ひと混ぜし、ネギの小口
切りを飾る。

乾椎茸の炊き込みご飯 甘辛煮鶏肉のソテー・椎茸の醤油クリームソース

〈作り方〉
①　乾椎茸は戻して水気を切り、細かく刻む。
タマネギは千切りにする。
②　鶏肉は厚さを均一にしてⒶの塩・コショ
ウをし、小麦粉をはたき、油を熱したフラ
イパンで皮目から焼いてから取り出す。
③　同じフライパンにバターを入れ、①を炒
めて、醤油をからめる。小麦粉を振りいれ、
なじめば生クリームを加えて、沸かさない
ように温め、塩・コショウで味を調える。
④　レタスを敷いた皿に②を盛り、③のソース
をかける。パセリを散らし、レモンを添える。

〈作り方〉
①　乾椎茸はたっぷりの水で戻す。
②　戻し水をこして、鍋に椎茸と一緒に入れ、
火にかける。
③　椎茸が柔らかくなったらⒶを加えて弱火
でコトコトと煮る。
④　椎茸が煮汁を含んできたら、ミリンを加
えて仕上げる。けしの実をふる。
※けしの実の代わりにゴマをふってもよい。

〈材料・４人分〉　　※1人あたり約160kcal

乾椎茸	 ８枚
焼豚	 100ｇ
米	 ２合
戻し水	 400㏄
　酒	 大さじ１
　ミリン	 大さじ１
　薄口醤油	 大さじ１
青ネギ	 ２本

〈材料・４人分〉　　※1人あたり約700kcal
乾椎茸	 ８枚
タマネギ	 １個
鶏モモ肉	 ２枚（約600ｇ）
　塩・コショウ	 少々
　小麦粉	 適量
　油	 少々
バター	 30ｇ
濃口醤油	 大さじ２
小麦粉	 大さじ２
生クリーム	 200㏄
塩・コショウ	 少々
レタス	 ２枚
レモン	 1/2個
パセリ（みじん切り）	 少々

指導／学校法人愛媛学園　（愛媛調理製菓専門学校）大西　望先生
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Ⓐ

Ⓐ
Ⓐ

保存に便利。戻して調理で、
うまみ成分・栄養価もグンとアップ

今月の素材

乾椎茸

NOW NOWCOOKING
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この冊子は再生紙を使用しています。

環境に配慮した植物油インキ
を使用しています。


